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■ 市会の動き  

 

４   月 
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

4 木   日本共産党市議団議員会 

11 木   日本共産党市議団議員会 

15 月 

 

市会運営委員会 自民党市議団議員会 

維 新 ・ 京 都 ・ 国 民 市 議 団 議 員 会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

18 木   日本共産党市議団議員会 

19 金  市会運営委員会  

22 月 本会議  自民党市議団議員会 

維 新 ・ 京 都 ・ 国 民 市 議 団 議 員 会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

23 火  総務消防委員会 

環境福祉委員会 

文教はぐ く み委員会 

 

24 水  ま ち づく り 委員会 

産業交通水道委員会 

市会運営委員会理事会 

 

25 木  総務消防委員会 

市会運営委員会 

自民党市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

26 金 本会議  自民党市議団議員会 

維 新 ・ 京 都 ・ 国 民 市 議 団 議 員 会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

 

５   月 
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

7 火  環境福祉委員会  

8 水  文教はぐ く み委員会  

9 木  ま ち づく り 委員会  

10 金   維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

13 月  総務消防委員会  

17 金  産業交通水道委員会  

21 火   自民党市議団議員会 

維 新 ・ 京 都 ・ 国 民 市 議 団 議 員 会 

公明党市議団議員会 

22 水  環境福祉委員会 

文教はぐ く み委員会 

 

23 木  ま ち づく り 委員会 日本共産党市議団議員会 

24 金 

 

市会運営委員会 自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 
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27 月 

 

 自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

28 火 
 

 日本共産党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

30 木  市会運営委員会 日本共産党市議団議員会 

31 金 本会議  自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

 

６   月 
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

3 月  市会運営委員会理事会 

市会運営委員会 

公明党市議団議員会 

 

4 火 本会議 予算特別委員会 

予算特別委員会第 1 分科会・ 第 2

分科会・ 第 3 分科会合同分科会 

 

自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

5 水 

 

予算特別委員会第 1 分科会 

予算特別委員会第 2 分科会 

予算特別委員会第 3 分科会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

 

6 木 

 

予算特別委員会第 1 分科会 

予算特別委員会第 2 分科会 

予算特別委員会第 3 分科会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

 

7 金 
 

予算特別委員会第 1 分科会 

予算特別委員会第 2 分科会 

 

10 月   日本共産党市議団議員会 

12 水 
 

予算特別委員会 維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

13 木 

 

総務消防委員会 

環境福祉委員会 

文教はぐ く み委員会 

 

14 金  ま ち づく り 委員会 

産業交通水道委員会 

市会運営委員会理事会 

 

17 月 

 

 自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

18 火 

 

 自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 
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19 水 

 

総務消防委員会 

環境福祉委員会 

文教はぐ く み委員会 

ま ち づく り 委員会 

産業交通水道委員会 

予算特別委員会 

市会運営委員会 

自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

20 木 本会議 市会運営委員会理事会 自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

21 金   公明党市議団議員会 

27 木   日本共産党市議団議員会 

 

 

７   月 
日 曜日 本 会 議 委 員 会 等 議 員 会 等 

2 火 

 

市会運営委員会 自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

8 月  市会運営委員会理事会 

市会運営委員会 

日本共産党市議団議員会 

9 火 本会議 総務消防委員会 

環境福祉委員会 

産業交通水道委員会 

 

自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

10 水  文教はぐ く み委員会 

ま ち づく り 委員会 

市会運営委員会理事会 

 

11 木 

 

産業交通水道委員会 

市会運営委員会 

自民党市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

12 金 本会議  自民党市議団議員会 

維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

公明党市議団議員会 

民主・ 市民フ ォ ーラ ム 市議団議員会 

18 木   日本共産党市議団議員会 

22 月  総務消防委員会  

23 火  環境福祉委員会  

24 水  文教はぐ く み委員会  

25 木 
 

ま ち づく り 委員会 維新・ 京都・ 国民市議団議員会 

日本共産党市議団議員会 

26 金  産業交通水道委員会  
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■ 市会本会議 

 

 定例会（ 令和６ 年４ 月開会市会）  

会議の 日時 4月22日（ 月）   開議 午前10時01分  散会 午前10時05分 

開会宣告、 開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の 報告 

 

日程第1     会期の 決定 

         

日程第2      請願の 付託及び陳情の 回付     

 

日程第3～4    ( 議第63号 市税条例の 一部改正 ほ か 1件)  

         1 市長提案説明 

         2 常任委員会付託 

 

散会宣告 

 定例会（ 令和６ 年４ 月開会市会）  

会議の 日時 4月26日（ 金）   開議 午前10時01分  散会 午前10時07分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の 報告 

 

日程第1      ( 議第63号 市税条例の 一部改正 ほ か 1件)  

         1 総務消防委員長報告（ おん づか  功 委員長）  

 ⑴ 議第63号 原案可決 

 ⑵ 報第1号  承 認 

 

散会宣告 

 定例会（ 令和６ 年５ 月市会）  

会議の 日時 5月31日（ 金）   開議 午前10時  延会 午前10時28分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の 報告 
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【 日程追加】  市会議員の辞職 

 

日程第1     請願の 付託及び陳情の 回付 

 

日程第2 請願審査結果（ ま ち づく り 委員会 1件不採択）  

 1 表決        起立（ 自、 維、 公、 民、 無 （ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

 

日程第3～20 （ 議第64号 6年度一般会計補正予算 ほ か 17件）  

 1 市長、 副市長提案説明 

 

延会宣告 

 定例会（ 令和６ 年５ 月市会）  

会議の 日時 6月4日（ 火）   開議 午前10時  散会 午後4時08分 

開議宣告 

会議録署名者の指名 

諸般の 報告 

 

日程第1     請願の 付託及び陳情の 回付 

 

日程第2 （ 議第64号 6年度一般会計補正予算 ほ か 7件）  

        1 質疑 

         ⑴ 寺 田 一 博 議員 

         ⑵ 田中 た か の り  議員 

         ⑶ 平 山 た か お 議員 

         ⑷ 宇佐美 賢 一 議員 

         ⑸ 森   か れん  議員 

         ⑹ 中 野 洋 一 議員 

         ⑺ やま ね 智 史 議員 

         ⑻ 吉 田 孝 雄 議員 

         ⑼ 西 山 信 昌 議員 

 2 予算特別委員会設置、 付託の動議 

 井上 よ し ひろ  議員 

日程第3～12   （ 議第71号 専用水道の水道技術管理者の資格に関する 条例の一部改正 ほか9件）  

1 常任委員会付託（ 別記1）  

 

散会宣告 

 定例会（ 令和６ 年５ 月市会）  

会議の 日時 6月20日（ 木）   開議 午前10時01分  散会 午後2時21分 
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開議宣告 

会議録署名者の指名 

 

日程第1     陳情の回付 

 

日程第2     請願審査結果（ 総務消防委員会 2件不採択）  

 1 討論 

 ⑴ 請願第339号、 341号 加藤 あ い  議員 

 ⑵ 請願第341号 井﨑 敦子 議員 

 ⑶ 請願第341号 片桐 直哉 議員 

 2 表決 

 ⑴ 請願第341号   起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

 ⑵ 請願第339号   起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

         

日程第3 請願審査結果（ ま ち づく り 委員会 1件不採択）  

  1 討論 西野 さ ち 子 議員 

  2 表決 起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

 

日程第4 請願審査結果（ 産業交通水道委員会 1件不採択）  

  1 表決 起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

 

日程第5     （ 議第64号 6年度一般会計補正予算 ほ か 7件）  

        1 予算特別委員長報告（ 宇佐美 賢一 委員長）  

［ 原案可決］  

        2 討論 

         ⑴ 議第64号、 65号、 67号   河合 よ う こ  議員 

 ⑵ 議第64号～67号 橋村 芳和 議員 

 ⑶ 議第64号 井﨑 敦子 議員 

 ⑷ 議第64号～69号 河村 諒 議員 

 ⑸ 議第64号～69号 兵藤 し ん い ち  議員 

 ⑹ 議第64号～69号 天方 ひろ ゆ き 議員 

 ⑺ 議第68号、 69号 山本 恵一 議員 

 3 表決 

 ⑴ 議第64号 起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

 ⑵ 議第65号、 67号 起立（ 自、 維、 公、 民、 無、 無、 無、 無）  

 ⑶ 残余の 議案（ 5件）  簡易 

 

日程第6     （ 議第74号 執行機関の附属機関の 設置等に 関する 条例の一部改正 ほか 1件）  

        1 総務消防委員長報告（ おん づか  功 委員長）  

         ［ 原案可決］  
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日程第7     （ 議第71号 専用水道の 水道技術管理者の 資格に 関する 条例の 一部改正）  

          1 環境福祉委員長報告（ 玉本 な る み 委員長）  

           ［ 原案可決］  

 

日程第8     （ 議第72号 認定こ ど も 園の認定の 要件等に 関する 条例の一部改正 ほか 2件）  

1 文教はぐ く み委員長報告（ 井上 よ し ひろ  委員長）  

           ［ 原案可決］  

2 討 論 

⑴  議第77号     え も と  か よ こ  議員 

3 表決 

⑴ 議第77号      起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

⑵ 残余の 議案( 2件)   簡易 

 

日程第9     （ 議第73号 地区計画の 区域内に おけ る 建築物等の 制限に 関する 条例の 一部 

改正 ほ か 2件）  

          1 ま ち づく り 委員長報告（ 兵藤 し ん い ち  委員長）  

            ［ 原案可決］  

          2 討論 

            ⑴ 議第73号     赤阪  仁 議員 

          3 表決 

⑴  議第73号     起立（ 自、 維、 公、 民、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ））  

            ⑵ 残余の 議案( 2件)   簡易 

 

日程第10    （ 議第76号 水道事業条例の 一部改正）  

        1 産業交通水道委員長報告（ 平山た か お 委員長）  

         ［ 原案可決］  

 

 

日程第11    （ 議第82号 ６ 年度一般会計補正予算）  

        1 市長提案説明 

 

日程第12    （ 議第83号 副市長の 選任： 竹内 重貴）  

          1 表決           起立（ 自、 維、 公、 民、 無、 無、 無、 無）  

          2 就任挨拶 

 

日程第13    （ 議第84号 監査委員の 選任）  

 

日程第14    （ 議第85号 人事委員会委員の 選任）  

 

日程第15    （ 議第86号 固定資産評価員の 選任）  
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日程第16    （ 議第87号 教育委員会委員の 任命）  

 

日程第17～20  （ 諮第1号 人権擁護員の 推薦 ほ か 3件）  

 

日程第21    京都府後期高齢者医療広域連合の 議会の 議員の 補欠選挙（ 1名）  

 

日程第22、 23   （ 市会議第1号 手話言語に おけ る 適切か つ時代に 即し た 表現の 在り 方の 議論 

と 普及を 求め る 意見書 ほ か 1件）  

 

日程第24    （ 市会議第3号 災害発生時に おけ る 信頼性の 高い 情報連携体制の 構築への 支

援を 求め る 意見書）  

 

日程第25    （ 市会議第4号 聴覚補助機器等の 積極的な 活用への 支援を 求め る 意見書）  

 

日程第26       （ 市会議第5号 ラ イ ド シ ェ ア 事業に 係る 法制度に つい て は 地域の 実情や課題 

を 踏ま え 、 慎重な 検討を 求め る 意見書）  

          1 表決        起立（ 自、 共、 公、 民、 無、 無、 無、 無）  

 

日程第27       （ 市会議第6号 ミ ャ ン マ ー国軍に よ る 暴力行為の 即時停止と 民主的政治体制 

の 早期回復の 働き 掛け を 強く 求め る 意見書）  

          1 提案説明      も り も と 英靖議員 

          2 討論        山本 陽子 議員 

          3 表決        簡易 

 

日程第28    （ 市会議第7号 コ メ の 供給不足の 懸念に 対し て 適切な 対応を 求め る 意見書）  

          1 討論        井上 よ し ひろ  議員 

          2 表決        起立（ 維、 共、 民、 無（ 井 﨑 ）、 無（ 片 桐 ）、 無（ 平 田 ））  

 

日程第29    （ 市会議第8号 下水道の 維持管理・ 更新に おけ る ウ ォ ータ ーPPP導入に  

向け て の 丁寧な 対応を 求め る 意見書）  

          1 表決         起立（ 自、 維、 公、 無 （ 繁 ））  

 

日程第30    （ 市会議第9号 パーテ ィ ー券の 購入を 含む企業団体献金の 全面禁止を 求め る  

意見書）  

          1 討論        山田 こ う じ  議員 

          2 表決        起立（ 共、 無（ 井 﨑 ）、 無（ 片 桐 ）、 無（ 平 田 ））  

 

日程第31    （ 市会議第10号 原子力発電か ら の 撤退を 明確に する こ と を 求め る 意見書）  

          1 討論        と が し  豊 議員 

          2 表決        起立（ 共、 無（ 井 﨑 ））  
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日程第32    （ 市会議第11号 地方自治法改定の 撤回を 求め る 意見書）  

          1 討論        やま ね 智史 議員 

          2 表決        起立（ 共、 無（ 井 﨑 ））  

 

日程第33    （ 市会議第12号 大阪・ 関西万博の 中止を 求め る 意見書）  

          1 討論        く ら た  共子 議員 

          2 表決        起立（ 共、 無（ 井 﨑 ））  

 

散会宣告 

 定例会（ 令和６ 年７ 月特別市会）  

会議の日時 7月9日（ 火）   開議 午前10時1分  散会 午前10時06分 

開議宣告 

議席の 決定及び加藤昌洋議員の 紹介 

会議録署名者の 指名 

諸般の 報告 

 

日程第1     陳情の回付 

 

日程第2～5     （ 議第88号 中央 卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮 称） 第1期 工事）  

請負契約の 締結 ほ か 3件）  

         1 市長提案説明 

         2 常任委員会付託（ 議第88号～90号 3件）  

         3 表決（ 議第91号）      簡易 

 

散会宣告 

 定例会（ 令和６ 年７ 月特別市会）  

会議の日時 7月12日（ 金）   開議 午前10時1分  散会 午前10時06分 

開議宣告 

議席の変更（ 別記2）  

会議録署名者の 指名 

諸般の報告 

 

日程第1    請願の 付託及び陳情の 回付 

 

日程第2    （ 議第88号 中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称） 第１ 期工事）  

請負契約の 締結 ほ か 2件）  

           1 産業交通水道委員長報告（ 平山 た か お 委員長）  

            ［ 原案可決］  

           2 表決        起立（ 自、 維、 公、 民、 無、 無、 無、 無）  
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日程第3    （ 議員の 派遣）  

 

散会宣告 

（ 注） 1 表中、 自＝自由民主党京都市会議員団、 維＝維新・ 京都・ 国民市会議員団、 共＝日本

共産党京都市会議員団、 公＝公明党京都市会議員団、 民＝民主・ 市民フ ォ ーラ ム 京都市

会議員団、 無＝無所属を 表す。  

   2 議事日程に 挙が っ て い て 、 特に 表決の 記載の な い も の は、 全会一致に よ り 簡易表決さ

れた も ので あ る 。
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議 案 付 託 表 

（ 令和６ 年６ 月４ 日付託）  

付 託 委 員 会 議             案 

総 務 消 防 委 員 会 議第７ ４ 号 京都市執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部を改正する 条例 

の制定について 

議第７ ５ 号 京都市火災予防条例の一部を改正する 条例の制定について 

環 境 福 祉 委 員 会 議第７ １ 号 京都市専用水道の水道技術管理者の資格に関する 条例の一部を改正する  

条例の制定について 

文教はぐ く み委員会 議第７ ２ 号 京都市認定こ ども 園の認定の要件等に関する 条例の一部を改正する 条例 

の制定について 

議第７ ７ 号 京都市執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部を改正する 条例 

の制定について 

議第７ ９ 号 京都市立西総合支援学校増築工事請負契約の変更について 

ま ち づく り 委員会 議第７ ３ 号 京都市地区計画の区域内における 建築物等の制限に関する 条例の一部を 

改正する 条例の制定について 

議第８ ０ 号 市道路線の認定について 

議第８ １ 号 市道路線の廃止について 

産業交通水道委員会 議第７ ６ 号 京都市水道事業条例の一部を改正する 条例の制定について 

 

 

 

（ 別記 1）  
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議 席 の 変 更 

 

 

 ４ 番 土方 莉紗 議員 を  ３ 番に、  

 ８ 番 加藤 昌洋 議員 を ３ ５ 番に、  

１ ３ 番 北尾 ゆか 議員 を  ４ 番に、  

１ ４ 番 中高し ゅう じ 議員 を １ ３ 番に、  

１ ５ 番 北川 みき  議員 を １ ４ 番に、  

１ ６ 番 も り も と 英靖議員 を １ ５ 番に、  

２ ８ 番 小島信太郎 議員 を １ ６ 番に、  

２ ９ 番 神谷 修平 議員 を ２ ８ 番に、  

３ ０ 番 久保田正紀 議員 を ２ ９ 番に、  

３ １ 番 森 かれん 議員 を ３ ０ 番に、  

３ ２ 番 菅谷 浩平 議員 を ３ １ 番に、  

３ ３ 番 兵藤し んいち議員 を ３ ２ 番に、  

３ ４ 番 松田けい子 議員 を ３ ３ 番に、  

３ ５ 番 井上よ し ひろ議員 を ３ ４ 番に、  

変更。  

（ 別記 2）  
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自由民主党京都市会議員団 

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

6月4日 1 令和6年度第二次予算編成 

2 防災協定の見直し と 新たな協定の締結 

3 西陣地域の活性化 

4 京町家の保全につな がる 固定資産税減免制度

の創設 

5 専門的な知見を 有する 方々と の協働 

寺田一博議員 

 

松井市長 

岡田副市長 

〃 1 市長が目指す本市の方向性 

2 本市の発展につながる 組織風土の構築 

3 時代に合わせた地域コ ミ ュ ニティ の再構築 

4 安心し て 子ど も を 生み育て 学びやすいま ち の

実現 

田中た かのり 議員 松井市長 

吉田副市長 

〃 1 市バス の運賃値上げの回避 

2 市バス ・ 地下鉄等の観光課題対策 

3 観光地のご み問題・ マナー問題への対策 

4 災害に強いイ ン フ ラ 整備 

5 今後の行財政運営の方向性 

6 東山区における 人口減少課題の解決 

平山たかお議員 松井市長 

坂越副市長 

西田都市経営戦略監 

 

維新・ 京都・ 国民市会議員団 

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

6月4日 1 透明性のある 市政運営 

2 持続可能な行財政の運営の推進 

3 文化行政の在り 方 

4 全員制中学校給食の安定的な運用 

5 京都駅東部エリ ア における 取組 

6 宝が池公園の未開園部分の活用 

宇佐美賢一議員 

 

松井市長 

吉田副市長 

結城総合企画局長 

古川建設局長 

稲田教育長 

〃 1 双京構想の実現 

2 市役所における 業務の見直し  

3 職場の業務改善に向けた企業の好事例発信 

森かれん議員 

 
松井市長 

藤田監察監 

山本文化市民局長 

〃 1 行財政改革計画の完遂 

2 観光課題の解決策 

3 国際交流の更なる 充実 

中野洋一議員 松井市長 

岡田副市長 

結城総合企画局長 

 

日本共産党京都市会議員団 

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

5月26日 1 予算編成における 子育て支援策の改善 やま ね智史議員 松井市長 

■ 代表質疑 
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2 敬老乗車証制度の値上げの見直し  

3 保育職員の処遇改善に向け た 民間保育園の補

助金の見直し  

4 学校調理によ る 全員制中学校給食の実施 

5 災害対策 

6 大阪・ 関西万博関連事業の中止 

7 リ ニア 誘致と 北陸新幹線延伸計画の中止 

8 交通不便地域への対策 

9 市長公約であ る 市バス の運賃値上げの回避 

10 市有地の活用方針 

11 塔南高校第一グラ ウ ン ド 跡地の利用方針 

12 伏見工業高校跡地の活用方針 

13 若手アーティ ス ト への支援の強化 

14 地方自治法の改正反対 

 岡田副市長 

吉田副市長 

坂越副市長 

砂川産業・ 文化融合戦略監  

草木文化芸術政策監 

善積環境政策局長 

神田財政担当局長 

結城総合企画局長 

並川保健福祉局長 

福井子ど も 若者はぐ く み局長 

竹内都市計画局長 

北村公営企業管理者 

稲田教育長 

 

公明党京都市会議員団 

月 日 質  問  事  項 質 問 者 答 弁 者 

6月4日 1 予算編成のポイ ン ト と 市長の思い 

2 市民参加・ 市民協働の取組 

3 府市連携によ る 観光振興 

4 動物愛護政策の充実 

5 Ａ Ｉ 時代における 教育 

吉田孝雄議員 

 

松井市長 

並川保健福祉局長 

稲田教育長 

〃 1 京都駅東部エリ ア のま ちづく り  

2 終活支援の充実 

3 本市業務における オン ラ イ ン 相談の充実 

4 市職員に対する カ ス タ マーハラ ス メ ント 対策 

西山信昌議員 

 

松井市長 

吉田副市長 

藤田監察監 
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市会運営委員会 

会議の日時 4月15日（月）  開会 午前10時  散会 午前10時02分 

会議の内容 1 令和6年京都市会定例会について 

⑴ 会期 

別記3のとおり決定する。 

2 4月開会市会の審議日程について 

 ⑴ 審議日程 

   別記3のとおり決定する。 

⑵ 22日の本会議 

議案を上程し、議案の説明聴取を行った後、所管の常任委員会に付託す 

る。4月22日の本会議は、午前10時に開会することを決定する。 

3 その他について 

19日の午前10時に市会運営委員会を開会する。 

 市会運営委員会 

会議の日時 4月19日（金）  開会 午前10時01分  散会 午前10時03分 

会議の内容 1 22日の本会議について 

⑴ 会期の決定 

令和6年京都市会定例会の会期を令和6年4月22日～令和7年3月21日（334日

間）と決定する。あわせて、4月開会市会の審議期間について、令和6年4月

22日～4月26日（5日間）とする。 

⑵ 請願の付託及び陳情の回付 

議長から所管の常任委員会に付託又は回付する。 

⑶ 議案の取扱い 

ｱ 市長提出議案（議第63号 市税条例の一部改正 ほか1件） 

議案2件を一括上程し、市長から提案説明を聴いた後、総務消防委員会に

付託する。 

2 その他について 

⑴ 今定例会中の本会議において、市長公室広報担当及び市政記者等のテレビ及

び写真撮影等を議長が許可する。 

⑵ 24日の正午に理事会を開会し、付託議案の審査状況の確認と今後の審議日程

について協議する。 

市会運営委員会理事会 

会議の日時 4月24日（水）  開会 正午  散会 午後0時02分 

会議の内容 1 今後の審議日程等について 

⑴ 委員会の審査状況 

■ 市会運営委員会及び理事会 
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総務消防委員長に出席を求め、付託議案の審査状況を確認した。 

⑵ 今後の審議日程 

次のとおり決定する。 

 25日    議員会 

    討論結了 

総務消防委員会（午後2時） 

取りまとめ 

市会運営委員会（午後4時） 

    26日    本会議 

市会運営委員会 

会議の日時 4月25日（木）  開会 午後4時  散会 午後4時01分 

会議の内容 1 明日の本会議について 

⑴ 付託議案の取扱い 

 ｱ 総務消防委員会（議第63号 市税条例の一部改正 ほか1件） 

     委員会は、原案可決と査定する。 

全会派：賛成 

簡易表決する。 

2 その他について 

 ⑴ 明日の本会議は、午前10時に開くこととする。 

 ⑵ 本会議への市会説明員の出席については、通年議会の運用に係る申合せに基

づき、市長、副市長及び付議事件に関係する所管局長等の必要最小限にする

こととする。 

市会運営委員会 

会議の日時 5月24日（金）  開会 午前10時01分  散会 午前10時04分 

会議の内容 1 議長からの報告事項について  

議長の下に、朝倉亮議員から辞職願が提出された。 

2 5月市会の審議日程について 

 ⑴ 審議日程 

   別記4のとおり決定する。 

 ⑵ 5月31日、6月4日の本会議について 

   5月31日は議案の説明聴取を行う。6月4日は令和6年度補正予算及びその関

連議案について代表質疑を行った後、委員会付託し、その他の議案について

も委員会付託する場合は付託する。 

⑶ 開会時刻 

   5月31日、6月4日の本会議は、いずれも午前10時から開会することに決定

する。 

⑷ 代表質疑時間割 

   別記5のとおり決定する。 
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3 議長からの諮問事項について  

山科区と西京区の選挙管理委員会の委員及び同補充員、また、淀川・木津川

水防事務組合の議会議員の選挙の選考について、別記6及び別記7の要綱案によ

り、関係区の議員会で選考することを決定する。 

4 その他について 

  5月31日の本会議の進め方などを協議する市会運営委員会を5月30日の午前10

時に開会する。 

 市会運営委員会 

会議の日時 5月30日（木）  開会 午前10時  散会 午前10時02分 

会議の内容 1 明日の本会議について  

⑴ 5月市会の審議期間について 

 6月20日までの21日間とする。 

⑵ 朝倉亮議員の辞職許可 

    全会派：賛成 

簡易評決する。 

⑶ 請願の付託及び陳情の回付 

議長から所管の常任委員会に付託又は回付する。 

⑷ 請願審査結果 

ｱ まちづくり委員会（１件不採択） 

共産：反対 

 起立表決する。 

⑸ 議案の取扱い（議第64号 6年度一般会計補正予算 ほか17件） 

ｱ 市長提出議案 

議案18件を一括上程し、市長、副市長から提案説明を聴いた後、延会す

ることを決定する。その後の取扱いについては、各会派で検討し、その結

果を6月3日に開会する市会運営委員会で取りまとめることとする。 

2 その他について 

  6月4日の本会議の進め方などを協議する市会運営委員会を、3日の午後10時

から開会する。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 6月3日（月）  開会 午前9時31分  散会 午前9時32分 

会議の内容 1 市会運営委員の辞任及び補欠選任について  

議長において、とがし豊議員の市会運営委員の辞任を許可し、後任の委員に

ついては、議長指名により、井上よしひろ議員を補欠選任することを決定す

る。 

 市会運営委員会 

会議の日時 6月3日（月）  開会 午前10時00分  散会 午前10時5分 
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会議の内容 1 市会運営委員の辞任及び補欠選任について 

議長において、とがし豊議員の市会運営委員の辞任が許可され、後任の委

員について、議長の指名により、井上よしひろ議員が補欠選任されたことに

ついて報告がある。 

2 市会運営委員会理事について 

会派の所属議員数の変動に伴い、維新・京都・国民の理事の数はこれまで

の2名から1名減とし、江村理紗議員を1名減とすることを決定する。 

3 市会本会議議事進行係の選任について 

自民党からの申出のとおり、しまもと京司委員に代えて、井上よしひろ委

員を市会本会議議事進行係に選任することを決定する。 

4 明日の本会議について 

⑴ 請願の付託及び陳情の回付 

議長から所管の常任委員会に付託又は回付する。 

⑵ 議案の取り扱い（議第64号 6年度一般会計補正予算 ほか17件） 

ｱ 議第64号 6年度一般会計補正予算 ほか7件 

代表質疑を行った後、全議員66名を委員とする予算特別委員会を設置

し、付託することを決定する。 

ｲ 議第71号 専用水道の水道技術管理者の資格に関する条例の一部改正 ほ

か9件 

所管の常任委員会に付託することを決定する。 

⑶ 代表質疑時間割 

別記8のとおり決定する。 

5 その他について 

⑴ 予算特別委員会の正副委員長の互選等について 

 4日の本会議終了後に、予算特別委員会及び合同分科会を開会して、正副

委員長の互選等を行う。 

⑵ 理事会の開会について 

   14日の正午に理事会を開き、付託議案の審査状況の確認と今後の審議日

程について協議する。 

⑶ ホワイトハンドコーラスNIPPONの京都市会表敬訪問について 

   4日の午後4時30分から、議場において、ホワイトハンドコーラスNIPPON

によるパフォーマンスを披露いただく。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 6月14日（金）  開会 正午  散会 午後0時11分 

会議の内容 1 今後の審議日程等について 

⑴ 委員会の審査状況 

総務消防委員長、環境福祉委員長、文教はぐくみ委員長、まちづくり委員

長、産業交通水道委員長及び予算特別委員長に出席を求め、付託議案の審査

状況を確認した。 
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⑵ 今後の審議日程 

   次のとおり決定する。 

  17日、18日 議員会 

    19日    討論結了 

 総務消防委員会、環境福祉委員会、文教はぐくみ委員会 

（午後2時） 

まちづくり委員会、産業交通水道委員会（午後2時30分） 

予算特別委員会（午後3時） 

          取りまとめ 

           市会運営委員会（午後5時30分） 

  20日    本会議 

2 理事者からの発言の申出について 

⑴ 追加議案（10件） 

ｱ 6年度一般会計補正予算 

ｲ 副市長の選任 1件 

ｳ 監査委員の推薦 1件 

ｴ 人事委員会委員の推薦 1件 

ｵ 固定資産評価員の推薦 1件 

ｶ 教育委員会委員の推薦 1件 

ｷ 人権擁護委員の推薦 4件 

各会派で検討し、19日に開会する市会運営委員会で取りまとめることと

する。 

 ⑵ 7月特別市会 

岡田副市長から、7月2日に議案を発送する旨の報告がある。 

日程案（別記9）を各会派で検討し、6月20日の本会議終了後の理事会で取

りまとめることとする。 

⑶ 9月市会 

岡田副市長から、9月17日に議案を発送する旨の報告がある。 

日程案（別記10）を各会派で検討し、6月20日の本会議終了後の理事会で

取りまとめることとする。 

⑷ 海外出張への参加要請 

岡田副市長から、京都・西安友好都市提携50周年記念事業（代表団の派遣

は8月28日出発、9月3日帰国予定）に派遣する代表団への議長の参加要請及

び第19回世界歴史都市会議（代表団の派遣は11月11日出発、11月17日帰国予

定）に派遣する代表団への議長並びに5名の議員の参加要請があり、5名の議

員の割当てについては、今後、会派間で協議することとする。 

3 議長からの諮問事項について 

京都府後期高齢者医療広域連合議会議員1名の選出依頼があったもの。候補

者を事前選考したうえで指名推薦の方法により選挙を行う。候補者は、欠員と

なっている会派の維新・京都・国民から選考することを決定する。維新・京
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都・国民は久保田正紀議員を推薦。19日の市会運営委員会で改めて議題とす

る。 

 市会運営委員会 

会議の日時 6月19日（水）  開会 午後6時19分  散会 午後6時32分 

会議の内容 1 明日の本会議について 

⑴ 陳情の回付 

議長から所管の常任委員会に回付する。 

 ⑵ 請願審査結果 

ｱ 総務消防委員会（2件不採択） 

共産：委員会の査定に反対。加藤あい議員が請願第339号、341号の不

採択に反対する討論を行う。 

無所属議員のうち、井﨑敦子議員及び片桐直哉議員が請願第341号の不

採択に対する反対討論を行う。加藤あい議員、井﨑敦子議員、片桐直哉

議員の討論の後、起立表決する。 

ｲ まちづくり委員会（1件不採択） 

     共産：委員会の査定に反対。西野さち子議員が請願第344号の不採択に

反対する討論を行う。 

     西野さち子議員の討論の後、起立表決する。 

ｳ 産業交通水道委員会（1件不採択） 

     共産：委員会の査定に反対。 

     起立表決する。 

⑶ 付託議案の取扱い 

ｱ 予算特別委員会（議第64号 6年度一般会計補正予算 ほか7件） 

委員会は、原案可決と査定する。 

 共産：議第64号、65号、67号は反対し、その他の議案は原案のとおり

賛成。河合ようこ議員が議第64号、65号、67号に反対する討論

を行う。 

 自民：橋村芳和議員が議第64号から67号に賛成する討論を、山本恵一

議員が議第68号、69号に賛成する討論を行う。 

 維京国：河村諒議員が議第64号から69号に賛成する討論を行う。 

     公明：兵藤しんいち議員が議第64号から69号に賛成する討論を行う。 

     民主：天方ひろゆき議員が議第64号から69号に賛成する討論を行う。 

     無所属議員のうち、井﨑敦子議員が議第64号に対する反対討論を行

う。河合ようこ議員、橋村芳和議員、井﨑敦子議員、河村諒議員、兵藤

しんいち議員、天方ひろゆき議員、山本恵一議員の順に討論の後、議第

64号、65号、67号については起立表決し、その他の議案5件は簡易表決

する。 

  ｲ 総務消防委員会（議第74号 執行機関の付属機関の設置等に関する条例の

一部改正 ほか1件） 
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委員会は、原案可決と査定する。 

全会派：賛成 

簡易表決する。 

  ｳ 環境福祉委員会（議第71号 専用水道の水道技術管理者の資格に関する条

例の一部改正） 

委員会は、原案可決と査定する。 

全会派：賛成 

簡易表決する。 

  ｴ 文教はぐくみ委員会（議第72号 認定こども園の認定の要件等に関する条

例の一部改正 ほか2件） 

委員会は、原案可決と査定する。 

 共産：議第77号については反対し、その他の議案は原案のとおり賛

成。えもとかよこ議員が議第77号に反対する討論を行う。                                  

えもとかよこ議員の討論の後、議第77号は起立表決し、その他の議案

2件は簡易表決する。 

  ｵ まちづくり委員会（議第73号 地区計画の区域内における建築物等の制限

に関する条例の一部改正 ほか2件） 

委員会は、原案可決と査定する。 

共産：議第73号については反対し、その他の議案は原案のとおり賛

成。赤阪仁議員が議第73号に反対する討論を行う。                                  

赤阪仁議員の討論の後、議第73号は起立表決し、その他の議案2件は

簡易表決する。 

  ｶ 産業交通水道委員会（議第76号 水道事業条例の一部改正） 

委員会は、原案可決と査定する。 

全会派：賛成  

簡易表決する。 

 ⑷ 追加議案の取扱い 

ｱ 議第82号 6年度一般会計補正予算 

   全会派：賛成 

簡易表決する。 

ｲ 副市長の選任 1件 

ｳ 監査委員の推薦 1件 

ｴ 人事委員会委員の推薦 1件 

ｵ 固定資産評価員の推薦 1件 

ｶ 教育委員会委員の推薦 1件 

ｷ 人権擁護委員の推薦 4件 

自民、維京国、公明、民主：全て賛成 

共産：副市長の選任については反対 

副市長の選任については起立表決し、その他の議案8件については簡易表

決する。 
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 ⑸ 京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の補欠選挙  

久保田正紀議員を選任することとし、指名推選により選挙する。 

⑹ 意見書案の取扱い 

ｱ 手話言語における適切かつ時代に即した表現の在り方の議論と普及を求め

る意見書（市会議員全員）     

ｲ 介護従事者の処遇の改善に資する必要な措置を求める意見書（市会議員全員） 

ｱ、ｲは簡易表決する。 

ｳ 災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める意見

書（自、維、公、民、無（片桐）、無（繁）、無（平田）） 

共産：賛成 

簡易表決する。 

ｴ 聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書（自、共、公、

民、無、無、無、無） 

維京国：賛成 

簡易表決する。 

ｵ ライドシェア事業に係る法制度については地域の実情や課題を踏まえ、慎 

重な検討を求める意見書（自、共、公、民、無（井﨑）、無（繁）、無（平田）） 

維京国：反対 

  起立表決する。 

ｶ ミャンマー国軍による暴力行為の即時停止と民主的政治体制の早期回復の

働き掛けを強く求める意見書（維、共、無（井﨑）） 

自民、公明：態度保留 

民主：賛成 

維京国：もりもと英靖議員が提案説明を行う。 

共産：山本陽子議員が賛成する討論を行う。 

もりもと英靖議員の案の説明、山本陽子議員の討論の後、簡易表決する。 

ｷ コメの供給不足の懸念に対して適切な対応を求める意見書（維、共） 

自民：反対。井上よしひろ議員が反対する討論を行う。 

公明：反対 

民主：賛成 

井上よしひろ議員の討論の後、起立表決する。 

ｸ 下水道の維持管理・更新におけるウォーターＰＰＰ導入に向けての丁寧な

対応を求める意見書（公） 

自民、維京国：賛成 

共産、民主：反対 

起立表決する。 

ｹ パーティー券の購入を含む企業団体献金の全面禁止を求める意見書（共） 

自民、維京国、公明、民主：反対 

共産：山田こうじ議員が賛成する討論を行う。 

山田こうじ議員の討論の後、起立表決する。 
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ｺ 原子力発電からの撤退を明確にすることを求める意見書（共） 

自民、維京国、公明、民主：反対 

共産：とがし豊議員が賛成する討論を行う。 

とがし豊議員の討論の後、起立表決する。 

ｻ 地方自治法改定の撤回を求める意見書（共） 

自民、維京国、公明、民主：反対 

共産：やまね智史議員が賛成する討論を行う。 

やまね智史議員の討論の後、起立表決する。 

ｼ 大阪・関西万博の中止を求める意見書（共） 

自民、維京国、公明、民主：反対 

共産：くらた共子議員が賛成する討論を行う。 

くらた共子議員の討論の後、起立表決する。 

 ⑺ その他について 

明日の本会議は、午前10時に開会することを決定する。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 6月20日（木）  開会 午後3時6分  散会 午後3時7分 

会議の内容 1 7月特別市会の審議日程について 

⑴  審議日程 

日程案（別記11）のとおり確認し、7月2日に開会予定の市会運営委員会

で、改めて決定する。 

⑵ その他 

7月2日の市会運営委員会は、午前10時に開会し、7月8日の市会運営委員会

は、午後4時に開会することを決定する。 

また、７月特別市会で受理する請願等の取扱いについては、書面提出の場

合は各本会議の3日前の午後5時まで、オンライン提出の場合は各本会議の5

日前の午後5時までに提出された請願等について、文書表を作成し、当該本

会議において委員会に付託することとする。 

2 9月市会の審議日程について 

日程案（別記12）のとおり確認し、9月17日の市会運営委員会で改めて決定す

る。また、9月17日、9月20日の市会運営委員会は、それぞれ午前10時に開会す

ることを決定する。 

 市会運営委員会 

会議の日時 7月2日（火）  開会 午前10時  散会 午前10時01分 

会議の内容 1 7月特別市会の審議日程について 

⑴ 審議日程 

別記13のとおり決定する。 

⑵ 9日の本会議 

議案を上程し、議案の説明聴取を行った後、委員会付託する場合は付託
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する。午前10時に開会することを決定する。  

2 その他について 

⑴ 9日の本会議の進め方などを協議する市会運営委員会を、8日の午後4時から

開会する。 

⑵ 本会議への市会説明員の出席は、通年議会の運用に係る申合せに基づき、 

市長、副市長及び付議事件に関係する所管局長等の必要最小限にすることと

する。 

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 7月8日（月）  開会 午後2時  散会 午後2時01分 

会議の内容 1 議長からの報告事項について 

 加藤昌洋議員の所属会派について、自由民主党京都市会市議団に所属する旨

の届出があったことが報告された。 

2 常任委員の補欠選任について 

 議長指名により、加藤昌洋議員をまちづくり委員会の委員に補欠選任する。 

 市会運営委員会 

会議の日時 7月8日（月）  開会 午後4時01分  散会 午後4時04分 

会議の内容 1 明日の本会議について 

⑴ 審議期間 

   7月9日～7月12日（4日間）と決定する。 

⑵ 議席の決定及び加藤昌洋議員の紹介 

加藤昌洋議員の議席を8番と決定し、先例に倣い、議席で起立により加藤

昌洋議員を紹介する。 

⑶ 陳情の回付 

議長から所管の常任委員会に回付する。 

 ⑷ 議案の取扱い 

ｱ 市長提出議案 

議案4件を一括上程し、市長から提案説明を聴いた後、以下のとおり処理

することを決定する。 

(ｱ) 議第88号 中央卸売市場第一市場整備工事（新青果棟（仮称）第1期工事）請負

契約の締結 ほか2件 

産業交通水道委員会に付託する。 

(ｲ) 議第91号 控訴の提起 

      全会派：賛成 

簡易表決する。 

2 理事会の開会について 

  10日の正午に理事会を開会し、付託議案の審査状況の確認と今後の審議日程

について協議する。 

-24-



                                      

 市会運営委員会理事会 

会議の日時 7月10日（水）  開会 正午  散会 午後0時02分 

会議の内容 1 今後の審議日程等について 

⑴ 委員会の審査状況 

産業交通水道委員長に出席を求め、付託議案の審査状況を確認した。 

⑵ 今後の審議日程 

次のとおり決定する。 

 11日    議員会 

    討論結了 

産業交通水道委員会（午後2時） 

取りまとめ 

     市会運営委員会（午後4時00分） 

12日    本会議 

2 第19回世界歴史都市会議の出席者について 

⑴ 議長 

出席するとの回答がある。 

 ⑵ その他出席依頼があった議員 

 会派間での協議の結果、自民党から田中明秀議員、みちはた弘之議員、寺

田一博議員、維新・京都・国民からこうち大輔議員、共産党から森田ゆみ子

議員がそれぞれ出席するとの報告がある。 

 市会運営委員会 

会議の日時 7月11日（木）  開会 午後3時59分  散会 午後4時01分 

会議の内容 1 明日の本会議について 

⑴ 議席の変更 

別記14のとおり決定する。 

⑵ 請願の付託及び陳情の回付 

議長から所管の常任委員会に付託又は回付する。 

⑶ 付託議案の取扱い 

ｱ 産業交通水道委員会（議第88号 中央卸売市場第一市場整備工事（新青果棟（仮

称）第1期工事）請負契約の締結 ほか2件） 

     委員会は、原案可決と査定する。 

共産：反対 

起立表決する。   

⑷ 議員の派遣について 

   簡易表決する。 

 ⑸ その他について 

   明日の本会議は、午前10時に開会することを決定する。 
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( 別記3)

月　日 曜日 備　考

7 　４・１５ 月 告示 市会運営委員会

6 　　・１６ 火

5 　　・１７ 水

4 　　・１８ 木

3 　　・１９ 金 市会運営委員会

2 　　・２０ 土 ――――

1 　　・２１ 日 ――――

1 　　・２２ 月 10:00 本会議　＜招集＞

2 　　・２３ 火 委員会

3 　　・２４ 水 委員会

4 　　・２５ 木 　　　　　　 (議員会） 委員会(討論結了）－市会運営委員会

5 　　・２６ 金 10:00 本会議

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

４　月　開　会　市　会　日　程　（案）

（６．４．１５）

令和６年４月２２日(月)　～　令和７年３月２１日（金）（３３４日間）

＜ 令 和 ６ 年 京 都 市 会 定 例 会 の 会 期  （案） ＞
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( 別記4)

月　日 曜日 備　考

7 　５・２４ 金 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・２５ 土 ――――

5 　　・２６ 日 ――――

4 　　・２７ 月

3 　　・２８ 火

2 　　・２９ 水

1 　　・３０ 木 市会運営委員会

1 　　・３１ 金 10:00 本会議

2 　６・　１ 土 ――――

3 　　・　２ 日 ――――

4 　　・　３ 月 市会運営委員会

5 　　・　４ 火 10:00 本会議（代表質疑）

6 　　・　５ 水

7 　　・　６ 木

8 　　・　７ 金

9 　　・　８ 土 ――――

10 　　・　９ 日 ―――― 　　　　　委員会

11 　　・ １０ 月

12 　　・ １１ 火

13 　　・ １２ 水 （予算特別委員会（総括質疑））

14 　　・ １３ 木

15 　　・ １４ 金

16 　　・ １５ 土 ――――

17 　　・ １６ 日 ――――

18 　　・ １７ 月 　　　　　　 (議員会）

19 　　・ １８ 火 　　　　　　 (議員会）

20 　　・ １９ 水 委員会(討論結了）－市会運営委員会

21 　　・ ２０ 木 10:00 本会議　

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

５　月　市　会　日　程　（案）

（６．５．２４）
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代 表 質 疑 時 間 割 （ 案）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 基本時間４ 分＋２ ． ５ 分×議員数 

    （ 答弁は質疑時間の６ 割）    （ ２ ６ ９ 分）  

 

 

１ ０ ： ０ ０  

１ ０ ： ０ ４  

自  民： ７ ８ 分  質疑 ４ ９ 分 

答弁 ２ ９ 分 

１ １ ： ２ ２  

 

１ １ ： ５ ０  

 

 

（ 休憩７ ０ 分）        維新・ 京都・ 国民： ７ ８ 分  質疑 ４ ９ 分 

                           答弁 ２ ９ 分 

 

１ ３ ： ０ ０  

１ ３ ： ０ ３  

             

１ ３ ： ５ ３  

                 共  産： ６ ２ 分  質疑 ３ ９ 分 

                           答弁 ２ ３ 分 

 １ ４ ： ５ ５  

 

 （ 休憩２ ０ 分）  

 

 １ ５ ： １ ５  

                 公  明： ５ １ 分  質疑 ３ ２ 分 

                           答弁 １ ９ 分 

 １ ６ ： ０ ６  

 

（ 別記 5）  
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水防事務組合議会議員の候補者選考要綱（ 案）  

 

 

１  選挙すべき 議員の人員 

淀川・ 木津川水防事務組合議会議員 ４ 人（ う ち市長推薦１ 人）  

市町名 議員数 う ち市長推薦議員数 

京都市 ４ 名 １ 名 

 

２  選考の方法 

（ １ ） 伏見区選出議員の会議に選考を 一任する 。 こ の会議の招集等は、 伏見区長に   

おいてあっせんする 。  

（ ２ ） 選考は、 令和６ 年９ 月１ ０ 日ま でに終わる よ う に進行する こ と 。  

（ ３ ） 選考の結果は、 所定の様式（ 別紙） によ り 、 伏見区選出議員の代表者から        

市会議長に報告する 。  

 

３  選考に際し ての注意事項 

 資格 

（ １ ） 淀川・ 木津川水防事務組合規約別表第２ に掲げる 区域内に住所を 有し 、 又は土

地若し く は建物を所有する 者 

（ ２ ） 市の議会議員の被選挙権を有する 者 

（ ３ ） 水防に関し 学識経験があり 、 かつ、 熱意がある と 認めら れる 者 

 

（ 参考）  

 選挙の方法については、 伏見区選出議員の会議で選考さ れた候補者を 、 市会本会

議で指名推選の方法によ り 選挙する のが例である 。  

（ 別記 6）  
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（ 別紙）  

 

京都市会議長 様 

 

伏見区選出議員 代表者 

 

 

 

淀川・ 木津川水防事務組合議会議員の候補者 

 

 

氏  名 生年月日 住  所 主な経歴 備考 

    市長 

推薦 
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区選挙管理委員会委員及び同補充員の候補者選考要綱（ 案）  

 

 

１  選挙すべき 区選挙管理委員会委員及び同補充員の人員 

山科区選挙管理委員会委員     ４ 人 

同           補充員  ４ 人 

西京区選挙管理委員会委員     ４ 人 

同           補充員  ４ 人 

 

２  選考の方法 

（ １ ） 関係区選出議員の会議に選考を一任する 。 こ の会議の招集等は、 区長においてあっ

せんする 。  

（ ２ ） 選考は、 令和６ 年９ 月１ ０ 日ま でに終わる よ う に進行する こ と 。  

（ ３ ） 選考の結果は、 所定の様式（ 別紙） によ り 、 関係区選出議員の代表者から 市会議長

に報告する 。  

 

３  選考に際し ての注意事項 

（ １ ） 資格（ 地方自治法第１ ８ ２ 条第１ 項の規定に基づく 。）  

ア 選挙権を有する 者 

イ  人格が高潔で、 政治及び選挙に関し 公正な識見を有する 者 

（ ２ ） 欠格事項（ 地方自治法第１ ８ ２ 条第４ 項、 同条第５ 項、 同条第７ 項及び同法第    

１ ８ ０ 条の５ 第６ 項の規定に基づく 。）  

ア 法律の定める と こ ろによ り 行われる 選挙、 投票又は国民審査に関する 罪を犯し 刑

に処せら れた者は、 委員又は補充員と なる こ と ができ ない。  

イ  委員又は補充員は、 それぞれその中の二人が同時に同一の政党その他の政治団体

に属する 者と なる こ と と なってはなら ない。  

ウ  委員は、 地方公共団体の議会の議員及び長と 兼ねる こ と ができ ない。  

エ 委員は、 当該普通地方公共団体に対し その職務に関し 請負をする 者及びその支配

人又は主と し て同一の行為をする 法人（ 当該普通地方公共団体が出資し ている 法人

で政令で定める も のを除く 。） の無限責任社員、 取締役、 執行役若し く は監査役若し

く はこ れら に準ずべき 者、 支配人及び清算人たる こ と ができ ない。  

 

（ 参考）  

選挙の方法については、 関係区選出議員の会議で選考さ れた候補者を、 市会本会議で

指名推選の方法によ り 選挙する のが例である 。  

（ 別記 7）  
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（ 別紙）  

 

京都市会議長 様 

 

区選出議員 代表者 

 

 

 

区選挙管理委員会委員の候補者 

 

所属政党 

政治団体 
氏  名 生年月日 住   所 職  業 

     

     

     

     

 

 

区選挙管理委員会委員補充員の候補者 

 

所属政党 

政治団体 

順 

位 
氏  名 生年月日 住   所 職  業 
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代 表 質 疑 時 間 割 

 

 

［ ６ 月４ 日（ 火）］  

 

 １ ０ 時０ ０ 分       開        議 

 １ ０ 時０ ４ 分        

             （ 寺 田 一 博 議員）  質疑時間  １ ７ 分 

答弁時間  １ ０ 分 

１ ０ 時３ １ 分  

             （ 田中 たかのり  議員）  質疑時間  １ ６ 分 

答弁時間  １ ０ 分 

１ ０ 時５ ７ 分  

             （ 平 山 たかお 議員）  質疑時間  １ ６ 分 

答弁時間  １ ０ 分 

  １ １ 時２ ３ 分 

             （ 宇佐美 賢 一 議員）  質疑時間  １ ７ 分 

答弁時間  １ ０ 分 

  １ １ 時５ ０ 分 

（ 休憩７ ０ 分）  

１ ３ 時０ ０ 分       再        開 

１ ３ 時０ ３ 分 

（ 森   かれん 議員）  質疑時間  １ ４ 分 

答弁時間   ８ 分 

  １ ３ 時２ ５ 分 

             （ 中 野 洋 一 議員）  質疑時間  １ ６ 分 

                          答弁時間  １ ０ 分 

  １ ３ 時５ １ 分 

             （ やま ね 智 史 議員）  質疑時間  ３ ９ 分 

                          答弁時間  ２ ３ 分 

  １ ４ 時５ ３ 分 

   （ 休憩２ ０ 分）  

  １ ５ 時１ ３ 分       再        開 

             （ 吉 田 孝 雄 議員）  質疑時間  １ ６ 分 

                          答弁時間  １ ０ 分 

  １ ５ 時３ ９ 分 

             （ 西 山 信 昌 議員）  質疑時間  １ ６ 分 

                          答弁時間  １ ０ 分 

  １ ６ 時０ ５ 分 

 

 

（ 別記 8）  
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( 別記9)

月　日 曜日 備　考

7 　７・ 　２ 火 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ 　３ 水

5 　　・ 　４ 木

4 　　・ 　５ 金

3 　　・ 　６ 土 ――――

2 　　・ 　７ 日 ――――

1 　　・ 　８ 月 市会運営委員会

1 　　・ 　９ 火 10:00 本会議 委員会

2 　　・ １０ 水 委員会

3 　　・ １１ 木 （議員会） 委員会（討論結了）－市会運営委員会

4 　　・ １２ 金 10:00 本会議

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

７　月　特　別　市　会　　日　程　（案）

（６．６．１４）
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( 別記10)

月　日 曜日 備　　考

7 　９・ １７ 火 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ １８ 水

5 　　・ １９ 木

4 　　・ ２０ 金 市会運営委員会

3 　　・ ２１ 土 ――――

2 　　・ ２２ 日 ――――

1 　　・ ２３ 月休 ――――

1 　　・ ２４ 火 10:00 本会議　

2 　　・ ２５ 水

3 　　・ ２６ 木 　　　　　委員会

4 　　・ ２７ 金

5 　　・ ２８ 土 ――――

6 　　・ ２９ 日 ――――

7 　　・ ３０ 月 （議員会）

8 １０・　１ 火 委員会(討論結了）－市会運営委員会

9 　　・  ２ 水 10:00 本会議

10 　　・  ３ 木 10:00 本会議（代表質問）

11 　　・  ４ 金 10:00 本会議（代表質問）

12 　　・  ５ 土 ――――

13 　　・  ６ 日 ――――

14 　　・  ７ 月

15 　　・  ８ 火

16 　　・  ９ 水

17 　　・ １０ 木

18 　　・ １１ 金 　　　　　委員会

19 　　・ １２ 土 ―――― 　 　 　

20 　　・ １３ 日 ―――― 　　　　　　

21 　　・ １４ 月祝 ――――

22 　　・ １５ 火 　　　　　　　　 自治記念日

23 　　・ １６ 水

24 　　・ １７ 木

25 　　・ １８ 金 　　　　　委員会

26 　　・ １９ 土 ――――

27 　　・ ２０ 日 ――――

28 　　・ ２１ 月

29 　　・ ２２ 火 時代祭

30 　　・ ２３ 水

31 　　・ ２４ 木 　　　（決算特別委員会（総括質疑①））

32 　　・ ２５ 金 　　　（決算特別委員会（総括質疑②））

33 　　・ ２６ 土 ―――― 　　　　　委員会

34 　　・ ２７ 日 ――――

35 　　・ ２８ 月

36 　　・ ２９ 火

37 　　・ ３０ 水 （議員会）

38 　　・ ３１ 木 （議員会）

39 １１・　１ 金

40 　　・  ２ 土 ――――

41 　　・  ３ 日 ――――

42 　　・  ４ 月休 ――――

43 　　・  ５ 火 委員会(討論結了）－市会運営委員会

44 　　・  ６ 水 10:00 本会議　

９　月　市　会　　日　程　（案）
（６．６．１４）

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等
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( 別記11)

月　日 曜日 備　考

7 　７・ 　２ 火 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ 　３ 水

5 　　・ 　４ 木

4 　　・ 　５ 金

3 　　・ 　６ 土 ――――

2 　　・ 　７ 日 ――――

1 　　・ 　８ 月 市会運営委員会

1 　　・ 　９ 火 10:00 本会議 委員会

2 　　・ １０ 水 委員会

3 　　・ １１ 木 （議員会） 委員会（討論結了）－市会運営委員会

4 　　・ １２ 金 10:00 本会議

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

７　月　特　別　市　会　　日　程　（案）

（６．６．２０）
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( 別記12)

月　日 曜日 備　　考

7 　９・ １７ 火 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ １８ 水

5 　　・ １９ 木

4 　　・ ２０ 金 市会運営委員会

3 　　・ ２１ 土 ――――

2 　　・ ２２ 日 ――――

1 　　・ ２３ 月休 ――――

1 　　・ ２４ 火 10:00 本会議　

2 　　・ ２５ 水

3 　　・ ２６ 木 　　　　　委員会

4 　　・ ２７ 金

5 　　・ ２８ 土 ――――

6 　　・ ２９ 日 ――――

7 　　・ ３０ 月 （議員会）

8 １０・　１ 火 委員会(討論結了）－市会運営委員会

9 　　・  ２ 水 10:00 本会議

10 　　・  ３ 木 10:00 本会議（代表質問）

11 　　・  ４ 金 10:00 本会議（代表質問）

12 　　・  ５ 土 ――――

13 　　・  ６ 日 ――――

14 　　・  ７ 月

15 　　・  ８ 火

16 　　・  ９ 水

17 　　・ １０ 木

18 　　・ １１ 金 　　　　　委員会

19 　　・ １２ 土 ―――― 　 　 　

20 　　・ １３ 日 ―――― 　　　　　　

21 　　・ １４ 月祝 ――――

22 　　・ １５ 火 　　　　　　　　 自治記念日

23 　　・ １６ 水

24 　　・ １７ 木

25 　　・ １８ 金 　　　　　委員会

26 　　・ １９ 土 ――――

27 　　・ ２０ 日 ――――

28 　　・ ２１ 月

29 　　・ ２２ 火 時代祭

30 　　・ ２３ 水

31 　　・ ２４ 木 　　　（決算特別委員会（総括質疑①））

32 　　・ ２５ 金 　　　（決算特別委員会（総括質疑②））

33 　　・ ２６ 土 ―――― 　　　　　委員会

34 　　・ ２７ 日 ――――

35 　　・ ２８ 月

36 　　・ ２９ 火

37 　　・ ３０ 水 （議員会）

38 　　・ ３１ 木 （議員会）

39 １１・　１ 金

40 　　・  ２ 土 ――――

41 　　・  ３ 日 ――――

42 　　・  ４ 月休 ――――

43 　　・  ５ 火 委員会(討論結了）－市会運営委員会

44 　　・  ６ 水 10:00 本会議　

９　月　市　会　　日　程　（案）
（６．６．２０）

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等
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( 別記13）

月　日 曜日 備　考

7 　７・ 　２ 火 ＜議案発送＞ 市会運営委員会

6 　　・ 　３ 水

5 　　・ 　４ 木

4 　　・ 　５ 金

3 　　・ 　６ 土 ――――

2 　　・ 　７ 日 ――――

1 　　・ 　８ 月 市会運営委員会

1 　　・ 　９ 火 10:00 本会議 委員会

2 　　・ １０ 水 委員会

3 　　・ １１ 木 （議員会） 委員会（討論結了）－市会運営委員会

4 　　・ １２ 金 10:00 本会議

本　会　議　等 委　　　員　　　会　　　等

７　月　特　別　市　会　　日　程　（案）

（６．７．２）
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15 

議 席 の 変 更 

 

 

 ４ 番 土方 莉紗 議員 を  ３ 番に、  

 ８ 番 加藤 昌洋 議員 を ３ ５ 番に、  

１ ３ 番 北尾 ゆか 議員 を  ４ 番に、  

１ ４ 番 中高し ゅう じ 議員 を １ ３ 番に、  

１ ５ 番 北川 みき  議員 を １ ４ 番に、  

１ ６ 番 も り も と 英靖議員 を １ ５ 番に、  

２ ８ 番 小島信太郎 議員 を １ ６ 番に、  

２ ９ 番 神谷 修平 議員 を ２ ８ 番に、  

３ ０ 番 久保田正紀 議員 を ２ ９ 番に、  

３ １ 番 森 かれん 議員 を ３ ０ 番に、  

３ ２ 番 菅谷 浩平 議員 を ３ １ 番に、  

３ ３ 番 兵藤し んいち議員 を ３ ２ 番に、  

３ ４ 番 松田けい子 議員 を ３ ３ 番に、  

３ ５ 番 井上よ し ひろ議員 を ３ ４ 番に、  

変更。  

（ 別記 14）  
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 総務消防委員会 

会議の日時 4月23日（ 火）   開会 午前10時01分  散会 午後2時27分 

会議の内容 1 理事者紹介と 事務事業概要の説明（ 各局別）  

2 付託議案審査 2件 

 ・ 議第63号 市税条例の一部改正 

 ・ 報第1号 市税条例の一部改正 

3 陳情審査 

 ・ 陳情第1456号 在留ミ ャ ン マ ー人及び日本に避難を 希望する 若者の安全確保 

等の要請 

4 報告事項 

 ・ 京都市土地開発公社の解散に向け た 取組の進捗状況について  

5 一般質問 

 ・ 宿泊税について  

・ 災害・ 防災対策について  

・ 消防団活動の更な る 支援について  

・ 消防団の新入団研修について  

 総務消防委員会 

会議の日時 4月25日（ 木）   開会 午後2時01分  散会 午後2時03分 

会議の内容 1 付託議案審査 2件（ 討論結了）  

⑴ 会派の検討結果 

全会派： 議第63号は賛成、 報第1号は承認 

⑵ 審査結果 

表決の結果、 全会一致によ り 議第63号は可決し 、 報第1号は承認する こ と を  

決定する 。  

 総務消防委員会 

会議の日時 5月13日（ 月）   開会 午前10時01分  散会 午後2時09分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・ 次期総合計画の策定に向け た 基礎調査の結果について  

 ・ 消防局職員の逮捕について   

2 一般質問 

 ・ 東部ク リ ーン セン タ ー跡地活用について  

・ 誰も が投票し やすい環境整備について  

・ 消防団活動への支援について  

・ 消防団施設補助について  

 

■ 常任委員会 
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 総務消防委員会 

会議の日時 6月13日（ 木）   開会 午前10時  散会 午後3時11分 

会議の内容 1 付託議案審査 2件 

 ・ 議第74号 執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部改正 

 ・ 議第75号 火災予防条例の一部改正 

2 請願審査 

・ 請願第339号 北陸新幹線京都延伸計画に係る 事業推進調査の進捗状況の 照会

及び結果の開示 

・ 請願第341号 北陸新幹線延伸計画の断念表明 

3 陳情審査 

 ・ 陳情第1905号 人事院に対する 国家公務員の地域手当支給率引上げの要請 

4 報告事項 

 ・ 職員の懲戒処分について  

 ・「 東部ク リ ーン セ ン タ ー跡地」 及び「 石田小学校敷地」 活用の 検討に向け た サ

ウ ン ディ ン グ 型市場調査について  

5 一般質問 

 ・ 地域におけ る 消防署の果た す役割について  

・ 京都芸術花火2024におけ る 火災予防指導等の消防局の取組について  

・ 消防局職員の2交替制について  

・ 地方自治法改定について  

・ 市税の課税自主権に関わっ て 法人税超過課税について  

・ 市庁舎前広場の活用について  

6 要求資料 

 ・ 法人市民税の超過課税について  

 総務消防委員会 

会議の日時 6月19日（ 水）   開会 午後2時12分  散会 午後2時14分 

会議の内容 1 付託議案審査 2件（ 討論結了）  

⑴ 会派の検討結果 

全会派： 全て 賛成 

⑵ 審査結果 

表決の結果、 全会一致によ り 全て 可決する こ と を 決定する 。  

 総務消防委員会 

会議の日時 7月9日（ 火）   開会 午前10時22分  散会 午後0時27分 

会議の内容 1 陳情審査 

 ・ 陳情第1954号 中国で不法に逮捕さ れた 母の救出の要請 

2 報告事項 

 ・ 行財政局職員の逮捕について  
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3 一般質問 

 ・ 南区の投票所について  

・ 祇園祭におけ る 火災予防指導等の消防局の取組内容について  

・ AEDの設置について  

・ 職員不祥事に関連し 全庁での今後の対応について  

・ 職員不祥事について  

・ 市民税の分割払いについて  

 総務消防委員会 

会議の日時 7月22日（ 月）   開会 午前10時  散会 午前11時44分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・ 職員の懲戒処分について  

2 一般質問 

 ・ 京都市持続可能な 行財政の 運営の 推進に 関する 条例の 推進と 今後の 計画に つ

いて  

・ meet us山科-醍醐におけ る ま ち づく り のア イ デア 募集について  

 

 

 環境福祉委員会 

会議の日時 4月23日（ 火）   開会 午前10時  散会 午後3時06分 

会議の内容 1 理事者紹介と 事務事業概要の説明（ 各局別）  

2 陳情審査 

 ・ 陳情第1457号～1472号 伏見工業高校跡地の活用 

 ・ 陳情第1473号～1721号 敬老乗車証制度の交付基準の見直し  

 ・ 陳情第1722号～1730号 敬老乗車証制度の交付基準の見直し  

3 報告事項 

 ・ 新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン 接種業務不正請求事案に係る 調査委員会によ る  

最終報告に ついて  

4 一般質問 

・ 観光地等の散乱ご み対策について  

・ 散乱ご み対策について  

・ マイ ク ロ プラ ス チッ ク と ナノ プラ ス チッ ク の人体への影響について  

・ エコ 学区の取組について  

・ ケ ア ラ ー支援条例について  

・ 歯周疾患検診について  

・ 民泊におけ る セルフ チェ ッ ク イ ン について  

・ AYA世代がん患者への支援制度の拡充について  

・ がん対策について  

・ 化学物質過敏症について  
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・ 視覚障害のあ る 方におけ る 情報ア ク セシ ビ リ テ ィ について  

5 要求資料 

敬老バス 回数券に係る 市民周知の取組及び交付率の推移（ 令和5年10月以降）  

 環境福祉委員会 

会議の日時 5月7日（ 火）   開会 午前10時  散会 午後1時42分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・ 救護施設の整備に代わる 住居を 喪失し た 方等への支援の充実について  

2 一般質問 

 ・ 若い世代に向け た 健康づく り の取組について  

・ 敬老乗車証制度及び福祉乗車証制度について  

・ 新型コ ロ ナワ ク チン 接種について  

 ・ 関西電力第100回株主総会への 京都市提案及びG7声明を 受け て の石炭火力発

電廃止について の考え について  

・ 低周波騒音被害について  

3 要求資料 

 ・ 洛西地域におけ る 京阪京都交通バス への福祉乗車証の適用について  

 ・ 洛西地域におけ る 京阪京都交通バス 福祉乗車証適用に係る 負担金について  

 環境福祉委員会 

会議の日時 5月22日（ 水）   開会 午前10時  散会 正午 

会議の内容 1 一般質問  

 ・ 観光地等の散乱ご み対策について  

・ 小田急のご み収集サポート シ ス テ ム 「 WOOMS」 について  

・ 西京区大原野におけ る 廃棄物不法投棄堆積場の対策について  

・ 脱炭素先行地域事業における 既存住宅の断熱改修等の補助申請及び改修について 

・ 事業系ご みの分別収集について  

・ ひき こ も り 支援について  

・ 京都市動物愛護事業推進基金について  

・ 麻し ん（ はし か） 発生を 受け た 対応について  

・ 障害者就労について  

・ 老人保養セン タ ーの在り 方について  

・ HPVワ ク チン キ ャ ッ チア ッ プ接種終了に向け た 取組について  

環境福祉委員会 

会議の日時 6月13日（ 木）   開会 午前10時  散会 午後1時42分 

会議の内容 1 付託議案審査 1件 

 ・ 議第71号 専用水道の水道技術管理者の 資格に関する 条例の一部改正 

2 請願審査 

・ 請願第340号 訪問介護費引下げの 撤回及び介護報酬引上げの 再改定の 早期
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実施の要請 

・ 請願第342号 ケ ア 労働者の賃上げ及び人員確保等の要請 

3 陳情審査 

 ・ 陳情第1906号 ひと ・ ま ち 交流館京都の 会議室無料化等 

 ・ 陳情第1907号 ひと ・ ま ち 交流館京都の 利用料の見直し  

 ・ 陳情第1909号、 1910号 敬老乗車証制度の交付基準の見直し  

 ・ 陳情第1911号～1949号 敬老乗車証制度の交付基準の見直し  

4 一般質問 

 ・ 再犯防止に向け て  

・ 野良猫への不適切な 給餌について  

・ 聞こ え に課題のあ る 方への合理的配慮によ る 環境整備について  

・ イ ベン ト 等のエコ 化の推進について  

・ ご み収集業務と 東北部ク リ ーン セ ン タ ーの運転監視業務の民間委託について  

・ 自販機横リ サイ ク ルボ ッ ク ス への異物混入低減の取組等について  

・ ご みの分別について  

5 要求資料 

 ・ ひと ・ ま ち 交流館京都利用者満足度ア ン ケ ート 結果について  

 環境福祉委員会 

会議の日時 6月19日（ 水）   開会 午後2時09分  散会 午後2時11分 

会議の内容 1 付託議案審査 1件（ 討論結了）  

⑴ 会派等の検討結果 

全会派： 賛成 

⑵ 審査結果 

     表決の結果、 全会一致によ り 可決する こ と を 決定する 。  

 環境福祉委員会 

会議の日時 7月9日（ 火）   開会 午前10時22分  散会 午後2時38分 

会議の内容 1 請願審査 

・ 請願第340号 訪問介護費引下げの撤回及び介護報酬引上げの再改定の早期実

施の要請 

2 報告事項 

 ・ 生活保護事務に係る 不適切な 事務処理につい て  

3 一般質問 

 ・ 敬老乗車証制度の制度検証について  

・ ケ ア マネ ジ ャ ーの窃盗によ る 逮捕事案について  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症ワ ク チン 接種事業に 係る 受託業者によ る 個人情報

の漏え いに ついて  

・ 7月3日付け 京都新聞朝刊の記事において ケ ア マ ネ ジ ャ ーが複数回数に わた り

利用者の預貯金を 窃盗し た 旨の報道について  
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・ 障害者就労支援について  

・ 京都市地域の福祉活動応援事業について  

・ 猛暑におけ る 生活困窮者対策について  

・ 祇園祭期間中の散乱ご み対策について  

・ 関西電力の株主総会について  

・ 北部ク リ ーン セ ン タ ーにおけ る 環境政策局職員の逮捕のそ の後について  

・ き ょ う と 生物多様性セン タ ー令和6年充実事業について  

4 要求資料 

 ・ 保健福祉局における 個人情報の提供を含むイ セト ーへの委託業務一覧 

 ・ 新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン 接種業務の委託に係る 仕様書 

 ・ 国民健康保険事業の委託に係る 仕様書 

 ・ コ ン プラ イ ア ン ス 推進月間におけ る 職員チェ ッ ク シ ート について  

 環境福祉委員会 

会議の日時 7月23日（ 火）   開会 午前10時  散会 午後1時38分 

会議の内容 1 一般質問  

 ・ 京都市防鳥用ケ ージ 助成と ご みの出し 方について  

・ ご みの分別収集について  

・ 京都市におけ る 公害苦情・ 大気・ 水質等環境調査結果について  

・ 家庭ご みにおけ る ア ルミ 付き 紙パッ ク の分別回収について  

・ 小規模個人事業主の事業ご みについて  

・ ベト ナム 語、 ス リ ラ ン カ 語、 ネパール語な ど ご み出し ルールの多言語化につ 

いて  

・ 近年の発生ご み量と 今後のご みの減量対策等について  

・ 猛暑におけ る 熱中症対策及び地球温暖化対策について  

・ マイ ナン バーカ ード と 健康保険証の一体化について  

・ 京都市く ら し 応援給付金（ 調整給付） について  

・ 京北病院の今後の在り 方について  

・ 地域で支え る 連携体制について  

・ 高齢者施設等におけ る コ ロ ナ対応について  

 

 文教はぐ く み委員会 

会議の日時 4月23日（ 火）   開会 午前10時   散会 午後2時50分 

会議の内容 1 理事者紹介と 事務事業概要の説明（ 各局別）  

2 陳情審査 

 ・ 陳情第1732号 中学校給食の学校調理に係る 全校再調査の実施 

 ・ 陳情第1733号 学校調理方式によ る 全員制中学校給食の実施 

 ・ 陳情第1734号 洛西中学校におけ る 親子方式での全員制給食の早期実施 

 ・ 陳情第1735号 自校調理方式によ る 全員制中学校給食の実施等 
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 ・ 陳情第1736号 給食セン タ ーの建設に係る 施設調査の実施 

3 一般質問 

 ・ いじ めの重大事態について  

・ 発達障害のあ る 児童への対応について  

 ・ 大阪・ 関西万博への子供た ち の参加について  

 ・ 正規職員の割合について  

 ・ 文化財行政について  

 ・ 京都市立芸大の食堂について  

 ・ 京都市立芸大生の公募展の応募状況について  

 ・ 市立芸大の取組について  

 ・ 待機児童の状況について  

 ・ こ ど も 誰でも 通園制度について  

 ・ 保育園・ こ ど も 園の行事について  

 ・ 産後ケ ア 事業について  

4 要求資料 

 ・ 給食セ ン タ ー方式によ る 全員制中学校給食の 実施に 係る 配送時間の 検証結果

について （ 塔南高校跡地から 遠方の中学校への実際の走行時間）  

 ・ 京都市立芸術大学の現行のグ ラ ウ ン ド の広さ 及び設置基準 

 ・ キ ッ チン カ ー設置の概要及び条件等 

 文教はぐ く み委員会 

会議の日時 5月8日（ 水）   開会 午前10時   散会 午前11時55分 

会議の内容 1 一般質問  

 ・ 未就園児について  

・ 拡大新生児マス ス ク リ ーニ ン グ について  

・ 不登校について  

・ 就学援助制度と 保護者負担について  

・ 教員採用について  

・ 中学校給食について  

・ 無戸籍者について  

・ 困難な 問題を 抱え る 女性への支援のた めの施策について  

・ 香害問題について  

2 要求資料 

 ・ 持続可能な 学校体制構築のた めの市独自加配措置について  

 ・ PFI ア ド バイ ザリ ー業務の受託業者に係る 仕様書について  

 文教はぐ く み委員会 

会議の日時 5月22日（ 水）   開会 午前10時   散会 午後3時36分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・ 時代に即し た 区庁舎整備のあ り 方検討調査（ 南区役所） 報告 
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2 一般質問 

・ ス ポ ーツ 環境について  

・ 困難な 問題を 抱え る 女性への支援について  

・ 京都市の婚活事業について  

・ 全員制中学校給食について  

・ 全員制中学校給食の安定的な 運営について  

・ 中学校給食について  

・ 大阪・ 関西万博の見学事業について  

・ 教育施設におけ る カ ス タ マーハラ ス メ ン ト の対応について  

・ 児童福祉施設等におけ る カ ス タ マーハラ ス メ ン ト の対応について  

・ 保育園の運営について  

・ 学童保育の運営の実態について  

・ 子ど も の権利条約批准30年におけ る 京都市版大綱について  

・ 1か月児健康診査について  

3 要求資料 

 ・ 令和6年度学童ク ラ ブ 事業登録児童数、 ク ラ ス 数及び職員数（ 令和6年4月1日

現在）  

文教はぐ く み委員会 

会議の日時 
6月13日（ 木）   開会 午前10時   散会 午後4時05分 

会議の内容 1 付託議案審査 1件 

 ・ 議第72号 認定こ ど も 園の認定の要件等に関する 条例の一部改正 

 ・ 議第77号 執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部改正 

 ・ 議第79号 京都市立西総合支援学校増築工事請負契約の変更について  

2 請願審査 

・ 請願第343号 東山泉小中学校の全学年での学校調理方式によ る 給食の実施 

3 陳情審査 

 ・ 陳情第1950号 民間保育園等への人件費等補助金の見直し  

 ・ 陳情第1951号 山科区におけ る 学校調理方式によ る 中学校給食の実施 

 ・ 陳情第1952号 学校調理方式によ る 全員制中学校給食の実施 

4 報告事項 

 ・ 京都市マ イ ナン バ ーカ ード セ ン タ ーの移転及び証明書発行コ ーナー営業時間

の見直し について  

 ・ 京都市女性のた めの相談支援セ ン タ ーの開所について  

5 一般質問 

 ・ こ ど も 誰でも 通園制度について  

・ こ ど も 誰でも 通園制度について  

・ 芸大新キ ャ ン パス 移転後の学生の声・ 意見について  

・ 文化芸術支援について  
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 文教はぐ く み委員会 

会議の日時 6月19日（ 水）   開会 午後2時9分   散会 午後2時11分 

会議の内容 1 付託議案審査 3件（ 討論結了）  

⑴ 会派の検討結果 

自民、 維京国、 公明、 民主： 全て 賛成 

共産： 議第77号に反対、 そ の他の議案は賛成 

⑵ 審査結果 

表決の結果、 議第77号は挙手多数、 そ の他の議案は全会一致によ り 全て 原案

のと おり 可決する こ と を 決定する 。  

 文教はぐ く み委員会 

会議の日時 7月10日（ 水）   開会 午前10時   散会 午後3時7分 

会議の内容 1 請願審査 

・ 請願第343号 東山泉小中学校の全学年での学校調理方式によ る 給食の実施 

2 陳情審査 

 ・ 陳情第1955号～1977号 竹の里小学校跡地の活用 

3 報告事項 

 ・ 京都マラ ソ ン 2024大会の総括及び2025大会の概要につい て  

4 一般質問 

 ・ いじ め重大事態について  

・ いじ め、 体罰、 学校事故等におけ る 第三者委員会の設置について  

・ 歯科健診について  

・ 学校現場におけ る 歯科健診の実施について  

・ 中学校給食について  

・ 中学校給食について  

・ 美術館の 今後の運営について  

・ 京都市女性のた めの相談支援セ ン タ ーみん と の開設後の状況について  

・ 消費生活総合セ ン タ ー相談員の処遇改善に ついて  

・ 京都な ら ではの歴史博物館の機能の検討に ついて  

・ 保育園等におけ る 外国にルーツ を 持つ子供の対応について  

・ 京北域保育所の今後の在り 方に関する 意見交換会について  

・ こ ど も 誰でも 通園制度について  

・ 青少年活動セン タ ーについて  

5 要求資料 

 ・ 京都マラ ソ ン 2024「 運営業務」 について  

 ・ 京都マラ ソ ン 2024の経済波及効果等について  

6 そ の他  

・「 生活文化の 継承・ 創造～文化都市京都の 発展と 子供た ち の 未来の た め に ～」

を 年間テ ーマに設定する こ と を 決定する 。  
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 文教はぐ く み委員会 

会議の日時 7月24日（ 水）   開会 午前10時1分   散会 午後3時4分 

会議の内容 1 請願審査 

・ 請願第346号 給食セン タ ー建設の見直し 等 

・ 請願第347号 学校調理方式によ る 全員制中学校給食の早期実施 

2 陳情審査 

 ・ 陳情第1979号、 1980号 子ど も ・ 子育て 支援交付金を 活用し た 学童保育等職員

の賃金の引上げ 

 ・ 陳情第1981号 子ど も ・ 子育て 支援交付金を 活用し た 学童保育事業等への委託 

料や補助金の増額等 

3 一般質問 

 ・ 京北地域におけ る 保育所の在り 方について  

 ・ 京北地域保育所の今後の在り 方に関する 意見交換会について  

・ 次期はぐ く みプラ ン の策定に向けての子供・ 若者の意見聴取の取組状況について  

 ・ 児童福祉法等の一部を 改正する 法律について  

・ 修学旅行について  

・ 休業期間の子供た ち の過ご し 方について  

・ 教職員の職場環境について  

・ 今後の図書館について  

・ 宝が池公園運動施設等について  

・ ス ポ ーツ ができ る 公園の整備について  

・ ナイ ト ミ ュ ージ ア ム KANSAI の実施について  

・ 困難な 問題を 抱え る 女性の支援について  

4 要求資料 

・ 京北地域3保育所におけ る 意見交換会において 出さ れた 主な 意見等について  

 

 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 4月24日（ 水）   開会 午前10時  散会 午後2時35分 

会議の内容 1 理事者紹介と 事務事業概要の説明（ 各局別）  

2 請願審査 

・ 請願第338号 桃山丘陵地域の交通機関の改善 

3 陳情審査 

 ・ 陳情第1737号 北山文化・ 交流拠点地区の都市計画マス タ ープラ ン から の削除 

4 一般質問 

 ・ meet us山科-醍醐（ 山科・ 醍醐プロ ジ ェ ク ト ） について  

・ 細街路の拡幅事業の進捗状況について  

・ 松ケ 崎かんぽ跡地のマ ン シ ョ ン 建設について  

・ 住替え 事業の進捗状況について  
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・ 建築審査課におけ る 京町家認定制度について  

・ 相国寺北側ホ テ ル建設について  

・ 杉阪盛土問題について  

・ 道路事業におけ る 京都市予算等に対する 要望の進捗状況について  

・ 石畳風の舗装道路の長期維持策について  

・ 元松賀茂児童公園拡張予定地の売却について  

・ カ ーブミ ラ ーの一斉点検の進捗状況について  

・ Ｊ Ｒ 奈良線の西改札口について  

・ 宝が池公園の魅力向上について  

・ Par k-UP事業について  

 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 5月9日（ 木）   開会 午前10時  散会 午後0時21分 

会議の内容 1 請願審査 

・ 請願第338号 桃山丘陵地域の交通機関の改善 

2 一般質問 

 ・ 北区鷹峯での新た な 土砂の埋立て 計画に ついて  

・ 大型連休を 受け た 観光課題解決に向け た 対応について  

・ ラ イ ド シ ェ ア について  

・ 西野山市営住宅におけ る 取組及び築50年以上経過し て い る 市営住宅の 課題と

対策について  

・ 聖護院門跡前のマン シ ョ ン 建設計画の指導について  

・ 大型連休を 受け た 自転車利用者への対応について  

・ 京都市都市緑化審議会について  

・ 自転車走行環境整備について  

・ 街路樹及び落ち 葉清掃について  

・ 街路樹のせん定計画と そ の実施方法について  

・ ま ち の樹ペア レ ン ト 制度について  

 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 5月23日（ 木）   開会 午前10時1分  散会 午後4時17分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・ 都市再生緊急整備地域の拡大について  

2 一般質問 

 ・ 山科・ 醍醐地域の今後の交通政策について  

・ 密集市街地のこ みち 改善事業の進捗状況について  

・ 杉阪地域の盛土開発に対する 指導について  

・ 子育て 世代の支援に向け た 住宅政策について  

・ 民間バス 、 市バス な ど 公共交通の在り 方について  

・ 道路のり 面の防災対策について  
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・ 稲荷山ト ン ネ ルの鴨川東入口付近の渋滞対策について  

・ みぶ身体障害者福祉会館への道路整備について  

・ 公園愛護協力会の今後の方針について  

・ 淀城跡公園再整備計画について  

・ 松賀茂公園及び元拡張予定地の今後について  

・ 市認定道路の舗装改修について  

 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 6月14日（ 金）   開会 午前10時  散会 午後4時14分 

会議の内容 1 付託議案審査 3件 

 ・ 議第73号 地区計画の区域内におけ る 建築物等の制限に関する 条例の一部改正 

  ・ 議第80号 市道路線の認定について  

  ・ 議第81号 市道路線の廃止について  

2 請願審査 

・ 請願第344号 市営住宅の家賃減免制度の見直し  

3 陳情審査 

 ・ 陳情第1908号 川西市営住宅団地内広場の存続 

4 報告事項 

 ・ 元京都市ラ ク ト 健康・ 文化館活用に係る 契約候補事業者の辞退について  

 ・ 小栗栖排水機場周辺地域の浸水被害に係る 損害賠償請求訴訟について  

5 一般質問 

 ・ 町家の維持保全について  

・ 指定管理者選定等委員会に おけ る 市民公募委員募集に当た っ て の 対象市営住

宅について  

・ 出水期に向け た 河川防災の取組について  

・ 今熊野橋架替工事と ま ち づく り について  

・ 御苑周辺の歩行空間整備について  

・ 公園の除草と 樹木管理について  

・ 公園整備計画について  

 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 6月19日（ 水）   開会 午後2時33分  散会 午後2時35分 

会議の内容 1 付託議案審査 3件（ 討論結了）  

⑴ 会派等の検討結果 

自民、 維京国、 公明、 民主： 全て 賛成 

共産： 議第73号に反対、 そ の他の議案は賛成 

⑵ 審査結果 

表決の結果、 議第73号は挙手多数、 そ の他の議案は全会一致によ り 全て 原案

のと おり 可決する こ と を 決定する 。  
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 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 7月10日（ 水）   開会 午前10時1分  散会 午後1時39分 

会議の内容 1  陳情審査 

 ・ 陳情第1978号 マ ン シ ョ ン 建設の指導（ 左京区聖護院円頓美町）  

2 一般質問 

 ・ 密集市街地のこ みち 改善事業の進捗状況について  

・ 市営住宅の指定管理者について  

 ・ 上賀茂「 愛染倉」 跡地の再開発について  

・ Par k-UP事業について  

・ 鴨川沿いの歩行空間等の環境整備について  

・ 錦坊城公園のリ ニ ュ ーア ルについて  

・ みっ け 隊ア プリ の活用状況について  

・ 通称岩田山について  

・ 哲学の道の維持管理について  

3 特記事項 

・ 理事者紹介（ 都市計画局）  

 ま ち づく り 委員会 

会議の日時 7月25日（ 木）   開会 午前10時1分  散会 午後0時32分 

会議の内容 1 一般質問 

 ・ 密集市街地の防災・ 減災対策について  

・ 鴨川魅力向上プロ ジ ェ ク ト について  

 ・ 相国寺北門ホ テ ル建設計画について  

・ 魅力あ る 夜間景観への取組について  

・ 震災対策（ 災害予防計画） におけ る 都市計画局の役割について  

・ 公園愛護協力会と の情報共有・ 連携について  

・ Par k-UP事業について  

・ 通称岩田山について  

・ 東高瀬川改修の進捗状況について  

・ 山科・ 醍醐プロ ジ ェ ク ト （ meet us） におけ る 公園利活用について （ 六兵衛池公

園）  

・ 大規模災害対策について  

・ 小栗栖排水機場周辺地域の浸水被害に係る 損害賠償請求訴訟の判決について  

・ 二条公園の維持管理について  

 

 産業交通水道委員会 

会議の日時 4月24日（ 水）   開会 午前10時  散会 午後4時24分 
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会議の内容 1 理事者紹介と 事務事業概要の説明（ 各局別）  

2 陳情審査 

 ・ 陳情第1731号 市バス 運賃値上げ計画の 撤回 

 ・ 陳情第1738号 令和6年6月実施の市バス 新路線・ ダ イ ヤ の見直し  

 ・ 陳情第1739号～1903号 西京区・ 洛西地域などのバス運賃値上げの中止等 

 ・ 陳情第1904号 西京区の市バス 運賃値上げ及び路線変更、 減便の見直し  

3 一般質問 

 ・ 観光特急バス について  

・ 広告枠の活用等について  

・ 運賃の障害者割引について  

 ・ 市バス 混雑対策と バス 待ち 環境の向上について  

 ・ 子ど も 若者未来応援自動販売機について  

・ 能登半島地震におけ る 支援活動と 今後について  

・ 能登半島支援と 京都市の地震被害想定によ る 復旧計画について  

・ 万博に向け た 機運醸成等について  

・ 観光バス の路上駐車対策について  

・ 大阪・ 関西万博の機運醸成について  

・ 中小企業支援及び伝統産業後継者支援について  

・ ス タ ート ア ッ プ支援について  

・ 中小企業の賃上げについて  

 産業交通水道委員会 

会議の日時 5月17日（ 金）   開会 午前10時  散会 午後3時26分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・「 観光特急バス 」 の運行によ る 効果の検証について  

2 一般質問 

 ・ 水道料金の収入等について  

・ 下水の未接続対策について  

・ DXを 活用し た リ ス ク 管理について  

・ 市バス の運行について  

・ 洛西エリ ア の運賃と ダ イ ヤについて  

・ ゴ ールデン ウ イ ーク におけ る 市バス ・ 地下鉄の混雑緩和対策の取組状況等につ

いて  

・ 海外企業の誘致について  

・ 伝統産業の技術承継と AI 活用について  

・ 万博関連事業について  

・ 商店街振興について  

・ 中小企業の担い手確保と 大学生の市内就職について  

・ 代位弁済について  

3 要求資料 

 ・ 水洗化工事に関する 支援について  
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 産業交通水道委員会 

会議の日時 6月14日（ 金）   開会 午前10時  散会 午後3時14分 

会議の内容 1 付託議案審査 1件 

 ・ 議第76号 水道事業条例の一部改正 

2 請願審査 

・ 請願第345号 向島地域の住民の交通費の負担軽減 

3 報告事項 

 ・ 市バス がお客様を 乗車さ せた ま ま 回送運行を 継続し た 事案について  

4 一般質問 

 ・ 関電と の包括協定について  

・ 直結給水について  

・ ウ ォ ータ ーPPPについて  

・ 防災危機管理について  

・ 緊急相談窓口について  

・ バス 運賃の値上げについて  

・ バス 路線維持補助金について  

・ 地下鉄ダ イ ヤ の見直し について  

・ 祇園祭有料観覧席について  

・ 河川敷農地の適正管理について  

・ 企業立地促進プロ ジ ェ ク ト について  

・ 森林環境税について  

・ 中小企業におけ る 賃上げについて  

 産業交通水道委員会 

会議の日時 6月19日（ 水）   開会 午後2時30分  散会 午後2時32分 

会議の内容 1 付託議案審査 1件（ 討論結了）  

⑴ 会派等の検討結果 

全会派： 賛成 

⑵ 審査結果 

   表決の結果、 全会一致によ り 可決する こ と を 決定する 。  

 産業交通水道委員会 

会議の日時 7月9日（ 火）   開会 午前10時21分  散会 午後3時45分 

会議の内容 1 付託議案審査 3件 

 ・ 議第88号 京都市中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称） 第１ 期

工事） 請負契約の締結について  

 ・ 議第89号 京都市中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称） 電気設

備工事） 請負契約の締結について  

 ・ 議第90号 京都市中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称） 空気調
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和及び衛生設備工事） 請負契約の締結について  

2 陳情審査 

 ・ 陳情第1953号 小規模企業及び家族経営者への緊急経済対策 

3 報告事項 

 ・ 上下水道局職員の逮捕について  

 ・ 京都市上下水道局ア プリ の運用開始について  

4 一般質問 

 ・ 本市におけ る ロ ボ ッ ト 産業等に対する 支援について  

・ 伝統産業の担い手育成支援について  

・ 市バス 路線のダ イ ヤ 改正について  

・ 京阪京都交通と の 市バス 定期券及び福祉乗車証の 共通利用化に おけ る 対象券

種について  

・ 民間バス 運賃値上げ後の影響と 動向について  

 産業交通水道委員会 

会議の日時 7月11日（ 木）   開会 午後2時  散会 午後2時02分 

会議の内容 1 付託議案審査 3件（ 討論結了）  

⑴ 会派等の検討結果 

自民、 維京国、 公明、 民主、 無： 全て 賛成 

共産： 全て 反対 

⑵ 審査結果 

表決の結果、 挙手多数によ り 全て 原案のと おり 可決する こ と を 決定する 。  

 産業交通水道委員会 

会議の日時 7月26日（ 金）   開会 午前10時  散会 午後6時28分 

会議の内容 1 報告事項 

 ・ 職員によ る 無賃乗車等について  

 ・ 令和5（ 2023） 年京都観光総合調査の結果について  

2 一般質問 

 ・ 上下水道局におけ る 熱中症対策について  

・ コ ン プラ イ ア ン ス について  

 ・ ド ラ イ ミ ス ト について  

 ・ 交通局におけ る 熱中症対策について  

・ 観光特急バス と 快速バス の運行について  

・ ド ラ イ ミ ス ト について  

・ 森林政策について  

・ 中小企業におけ る 原価上昇分の価格転嫁について  

・ ス タ ート ア ッ プについて  

・ コ ン テ ン ツ 産業について  

・ I VSと ベン チャ ー支援について  
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・ 農林業務におけ る 熱中症対策について  

・ ド ラ イ ミ ス ト について  

3 要求資料 

・ 令和6年6月に新設し た 「 観光特急バス 」 及び「 快速バス 」 の 運行状況等に つ

いて  
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■ 予算特別委員会 

 

 予算特別委員会 

会議の日時 6月4日（ 火）   開会 午後4時08分  散会 午後4時11分 

会議の内容 1 正副委員長の互選 

  委員長   宇佐美 賢 一  委員 

副委員長  田中 たかのり  委員 

        小 島 信太郎  委員 

         山 田 こ う じ  委員 

        増 成 竜 治 委員 

        みちはた 弘之 委員 

        神 谷 修 平  委員 

2 分科会の設置 

  別記15のと おり 3個の分科会を設置する こ と を決定する。  

3 分科会委員の選任 

  別記16のと おり 選任する こ と を決定する 。  

4 審査日程 

  審査日程案（ 別記17） のと おり と する 。  

 予算特別委員会第１ 分科会・ 第２ 分科会・ 第３ 分科会合同分科会 

会議の日時 6月4日（ 火）   開会 午後4時11分  散会 午後4時12分 

会議の内容 1 正副主査の互選 

  第1分科会  主 査  小 島 信太郎 副委員長 

         副主査  みちはた 弘之 副委員長 

  第2分科会  主 査  田中 たかのり  副委員長 

         副主査  増 成 竜 治 副委員長 

  第3分科会  主 査  山 田 こ う じ  副委員長 

         副主査  神 谷 修 平 副委員長 

2 審査日程   

審査日程案（ 別記17） のと おり と する 。  

 予算特別委員会第１ 分科会 

会議の日時 6月5日（ 水）   開会 午前10時  散会 午後4時30分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 行財政局質疑）  

・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 

・ 議第65号 6年度京都市国民健康保険事業特別会計補正予算 

・ 議第66号 6年度京都市介護保険事業特別会計補正予算 

・ 議第67号 6年度京都市後期高齢者医療特別会計補正予算 

・ 議第68号 6年度京都市自動車運送事業特別会計補正予算 
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・ 議第69号 6年度京都市高速鉄道事業特別会計補正予算 

・ 議第70号 執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部改正 

・ 議第78号 京都市勧業館整備工事（ 熱源設備工事等） 請負契約の変更 

予算特別委員会第２ 分科会 

会議の日時 6月5日（ 水）   開会 午前10時  散会 午後5時40分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 都市計画局、 建設局質疑）  

・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

 予算特別委員会第３ 分科会 

会議の日時 6月5日（ 水）  開会 午前10時  散会 午後4時55分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 交通局質疑）  

・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

2 要求資料 

・ 「 古都京都の文化財」 へ向かう 市バス赤字路線について 

 予算特別委員会第１ 分科会 

会議の日時 6月6日（ 木）   開会 午前10時01分  散会 午後6時41分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 環境政策局、 保健福祉局質疑）  

・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

予算特別委員会第２ 分科会 

会議の日時 6月6日（ 木）   開会 午前10時01分  散会 午後5時39分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 文化市民局、 子ども 若者はぐ く み局質疑）  

・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

予算特別委員会第３ 分科会 

会議の日時 6月6日（ 木）   開会 午前10時  散会 午後3時31分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 産業観光局質疑）  

・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

2 要求資料 

・ 外資系企業誘致の取組等について 

 ・ 観光マナー啓発媒体に掲げる 違反行為の根拠法令等について 

 予算特別委員会第１ 分科会 

会議の日時 6月7日（ 金）   開会 午前10時01分  散会 午後2時11分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 総合企画局質疑）  

 ・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

2 要求資料 

・ 人口減少対策の立案に活用し ている 市内の若者・ 子育て世代のニーズ把握 
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 予算特別委員会第２ 分科会 

会議の日時 6月7日（ 金）   開会 午前10時  散会 午後1時47分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 教育委員会質疑）  

 ・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

予算特別委員会 

会議の日時 6月12日（ 水）   開会 午前10時  散会 午後5時42分 

会議の内容 1 付託議案審査（ 総括質疑）  

 ・ 議第64号 6年度京都市一般会計補正予算 ほか7件 

予算特別委員会 

会議の日時 6月19日（ 水）   開会 午後3時03分  散会 午後3時07分 

会議の内容 1 付託議案審査 8件（ 討論結了）  

⑴ 会派の検討結果 

自民、 公明、 民主、 無（ 片桐） 、 無（ 繁） 、 無（ 平田） ： 全て 賛成 

維京国： 全て 賛成。 議第64号、 68号、 69号に対し 2個の付帯決議を 付す。  

共産： 議第64号、 65号、 67号は反対。 そ の他の議案は賛成。  

無（ 井﨑） ： 議第64号は反対。 その他の議案は賛成。  

 ⑵ 審査結果 

  ｱ 議第64号、 65号、 67号は挙手多数、 そ の他の 議案は全会一致に よ り 全て 原

案のと おり 可決する こ と を 決定する 。  

  ｲ 付帯決議の 取り ま と め は、 正副委員長と 各会派の代表に 一任する こ と と す

る 。  
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                 （ 別記15）  

 

 

予 算特 別 委員 会 の 分科 会 

（ 委員会 要綱３ 及 び ４ に よ る ）  

 

分 科 会  所      管  

第 １ 分科会  環 境政 策 局 、 行 財 政 局 、 総 合 企 画 局 、 保 健 福 祉 局 、 会 計

管 理者 、 消 防 局 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 人 事 委 員 会、 監査 委

員 及び 市 会 事 務 局 の 所 管 に 属 す る 事 項 並 び に 第２ 分科 会

及 び第 ３ 分 科 会 の 所 管 に 属し な い 事 項   

 

第 ２ 分科会  文 化市 民 局 、 子 ど も 若 者 は ぐ く み 局 、 都 市 計 画 局 、 建 設

局 及び 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 事 項  

 

第 ３ 分科会  産 業観 光 局 、 交 通 局 及 び 上 下 水 道 局 の 所 管 に 属 す る 事 項  
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（ 別記16）  

予算特別委員会第１ 分科会委員 

 

し ま も と  京司 議員  田 中 明 秀 議員  谷 口 みゆき  議員 

橋 村 芳 和 議員  みちはた 弘之 議員  森 田   守 議員 

宇佐美 賢 一 議員  江 村 理 紗 議員  北 川 み き  議員 

小 島 信太郎 議員  菅 谷 浩 平 議員  も り も と  英靖 議員 

加 藤 あ い 議員  河 合 よ う こ  議員  玉 本 なる み 議員 

西 野 さ ち子 議員  山 本 陽 子 議員  青 野 仁 志 議員 

かわし ま  優子 議員  く ま ざわ 真昭 議員  松 田 けい子 議員 

き く ち 一 秀 議員 

以上22名 

     

予算特別委員会第２ 分科会委員 

 

井 上 よ し ひろ議員  さ く ら い 泰広 議員  田 中 たかのり 議員 

津 田 大 三 議員  富   き く お 議員  山 本 し ゅ う じ 議員 

大 津 裕 太 議員  おんづか  功 議員  こ う ち 大 輔 議員 

中 高 し ゅ う じ 議員  土 方 莉 紗 議員  森   かれん 議員 

赤 阪   仁 議員  えも と  かよ こ  議員  く ら た 共 子 議員 

と がし    豊 議員  やま ね 智 史 議員  中 村 ま  り  議員 

兵 藤 し んいち議員  増 成 竜 治 議員  湯 浅 光 彦 議員 

天 方 ひろ ゆき 議員  繁     夫 議員 

以上23名 

 

予算特別委員会第３ 分科会委員 

 

下 村 あき ら  議員  寺 田  一 博 議員  西 村 義 直 議員 

平 山 たかお 議員  椋 田 隆 知 議員  山 本 恵 一 議員 

神 谷 修 平 議員  河 村   諒 議員  北 尾 ゆ か 議員 

久保田 正 紀 議員  中 野 洋 一 議員  北 山 ただお 議員 

平 井 良 人 議員  森 田 ゆみ子 議員  山 田 こ う じ  議員 

西 山 信 昌 議員  平 山 よ し かず議員  吉 田 孝 雄 議員 

井 﨑 敦 子 議員  片 桐 直 哉 議員  平 田   圭 議員 

以上21名  
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( 別記17)  

 

参　考

第１分科会 第２分科会 第３分科会

行財政局
都市計画局・

建設局
交通局

６ 日 （木）
環境政策局・
保健福祉局

文化市民局・
子ども若者はぐくみ局

産業観光局 　

７ 日 （金） 総合企画局 教育委員会

８ 日 （土） －休日－

９ 日 （日） －休日－

１ ０ 日 （月） 　

１ １ 日 （火）

１ ２ 日 （水）

１ ３ 日 （木）

１ ４ 日 （金） 　 （理事会）

１ ５ 日 （土） －休日－

１ ６ 日 （日） －休日－

１ ７ 日 （月） （議員会）

１ ８ 日 （火） （議員会）

１ ９ 日 （水） 議運

２ ０ 日 （木） 本会議

（分科会審査内容報告作成配付）

委員会（総括質疑）

委員会(討論結了）

委員長報告

予算特別委員会審査日程（案）

６ 月５ 日

日　　　　　　　　　　　　　　　程月　　日

（水）
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■ 栄典・ 表彰関連 

名    称 氏       名 表 彰 日 備     考 

全国市議会議長会

議員特別表彰 

西 野 さ ち こ  議員 

玉 本 な る み 議員 

下 村 あ き ら  議員 

5 月 31 日 

（ 伝達表彰）  

在職 25 年以上 

 

在職 15 年以上 
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■ 異動関連 

 

1 議員の辞職（ 5 月 31 日）  

 5 月 24 日に朝倉亮議員（ 維京国） から 市会議員の辞職届が提出さ れ、 5 月 31 日付けで許可さ  

れた。  

 

2 議員の所属会派の届出  

加藤昌洋議員から 、 所属会派について、 7 月 8 日付けで自由民主党京都市会議員団に所属する と の

届出があった。   
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■ 議案処理一覧 
 

令和6年定例会（ 4月開会市会）  

1 市長提出議案 
自 維 共 公 民 無 無 無 無

京 ＊ ＊ ＊ ＊

民 国 産 明 主 1 2 3 4

4.22 4.26 議63 京都市市税条例の一部を改正する 条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

4.22 4.26 報1 京都市市税条例の一部を改正する 条例の制定について 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

付帯決議等

提出

月日

議決

月日

議案

番号
件　 　 　 　 　 　 名

審議

結果

 
（ ○ ×は 議 案 に 対 す る 各 会 派 の 態 度 。 ○ ＝ 賛 成 、 ×＝ 反 対 、 －＝欠席）  

無1＝（ 井﨑敦子議員） 、 無2＝（ 片桐直哉議員） 、 無3＝（ 繁隆夫議員） 、 無4＝（ 平田圭議員）  

 

令和6年定例会（ 5月市会）  

1 議員提出議案 

自 維 共 公 民 無 無 無 無

京 ＊ ＊ ＊ ＊

民 国 産 明 主 1 2 3 4

6.20 6.20 市会議1
手話言語における 適切かつ時代に即し た表現の在り 方の議論と

普及を求める 意見書の提出について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

6.20 6.20 市会議2
介護従事者の処遇の改善に資する 必要な措置を 求める 意見書の

提出について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会議員全員

6.20 6.20 市会議3
災害発生時における 信頼性の高い情報連携体制の構築への支援

を求める 意見書の提出について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自民、 維京国、

公明、 民主、

無所属2、 無所属3、

無所属4

6.20 6.20 市会議4
聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める 意見書の提出

について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自民、 共産、 公明、

民主、 無所属1、

無所属2、 無所属3、

無所属4

6.20 6.20 市会議5
ラ イ ド シェ ア事業に係る 法制度については地域の実情や課題を

踏ま え、 慎重な検討を求める 意見書の提出について
可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自民、 共産、 公明、

民主、 無所属1、

無所属3、 無所属4

6.20 6.20 市会議6
ミ ャ ンマー国軍によ る 暴力行為の即時停止と 民主的政治体制の

早期回復の働き 掛けを強く 求める 意見書の提出について
可決 退 〇 〇 退 〇 〇 〇 退 〇

維京国、 共産、

無所属1

6.20 6.20 市会議7
コ メ の供給不足の懸念に対し て適切な対応を求める 意見書の提

出について
可決 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 維京国、 共産

6.20 6.20 市会議8
下水道の維持管理・ 更新における ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ 導入に向け

ての丁寧な対応を求める 意見書の提出について
可決 〇 〇 × 〇 × × × 〇 × 公明

6.20 6.20 市会議9
パーティ ー券の購入を含む企業団体献金の全面禁止を求める 意

見書の提出について
否決 × × 〇 × × 〇 〇 × 〇 共産

6.20 6.20 市会議10
原子力発電から の撤退を明確にする こ と を求める 意見書の提出

について
否決 × × 〇 × × 〇 × × × 共産

6.20 6.20 市会議11 地方自治法改定の撤回を求める 意見書の提出について 否決 × × 〇 × × 〇 × × × 共産

6.20 6.20 市会議12 大阪・ 関西万博の中止を求める 意見書の提出について 否決 × × 〇 × × 〇 × × × 共産

提出会派等
提出

月日

議決

月日

議案

番号
件　 　 　 　 　 　 名

審議

結果

 

（ ○ ×は 議 案 に 対 す る 各 会 派 の 態 度 。 ○ ＝ 賛 成 、 ×＝ 反 対 、 退＝退場）  

無1＝（ 井﨑敦子議員） 、 無2＝（ 片桐直哉議員） 、 無3＝（ 繁隆夫議員） 、 無4＝（ 平田圭議員）  

 

2 市長提出議案 

自 維 共 公 民 無 無 無 無

京 ＊ ＊ ＊ ＊

民 国 産 明 主 1 2 3 4

5.31 6.20 議64  令和6年度京都市一般会計補正予算 可決 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇

5.31 6.20 議65  令和6年度京都市国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議66 令和6年度京都市介護保険事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議67 令和6年度京都市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議68 令和6年度京都市自動車運送事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議69 令和6年度京都市高速鉄道事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議70
京都市執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部を

改正する 条例の制定について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

付帯決議等

提出

月日

議決

月日

議案

番号
件　 　 　 　 　 　 名

審議

結果
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5.31 6.20 議71
京都市専用水道の水道技術管理者の資格に関する 条例の一

部を改正する 条例の制定について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議72
京都市認定こ ども 園の認定の要件等に関する 条例の一部を

改正する 条例の制定について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議73
京都市地区計画の区域内における 建築物等の制限に関する

条例の一部を改正する 条例の制定について
可決 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇

5.31 6.20 議74
京都市執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部を

改正する 条例の制定について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議75 京都市火災予防条例の一部を改正する 条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議76  京都市水道事業条例の一部を改正する 条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議77
京都市執行機関の附属機関の設置等に関する 条例の一部を

改正する 条例の制定について
可決 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇

5.31 6.20 議78
京都市勧業館整備工事（ 熱源設備工事等） 請負契約の変更

について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議79 京都市立西総合支援学校増築工事請負契約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議80 市道路線の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5.31 6.20 議81 市道路線の廃止について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.14 6.20 議82 令和6年度京都市一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 議83 京都市副市⾧の選任について（ 竹内重貴） 同意 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 議84 京都市監査委員の選任について（ 山添洋司） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 議85 京都市人事委員会委員の選任について（ 田中照人） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 議86 京都市固定資産評価員の選任について（ 坂本登） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 議87  京都市教育委員会委員の任命について（ 濱崎加奈子） 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 諮1 人権擁護委員の推薦について（ 三上直美） 可と 認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 諮2 人権擁護委員の推薦について（ 上田耕滋） 可と 認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 諮3 人権擁護委員の推薦について（ 渡邊正子） 可と 認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.20 6.20 諮4 人権擁護委員の推薦について（ 青山勲） 可と 認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  
（ ○ ×は 議 案 に 対 す る 各 会 派 の 態 度 。 ○ ＝ 賛 成 、 ×＝ 反 対 ）  

無1＝（ 井﨑敦子議員） 、 無2＝（ 片桐直哉議員） 、 無3＝（ 繁隆夫議員） 、 無4＝（ 平田圭議員）  

 

 

 

 

令和6年定例会（ 7月特別市会）  

1 市長提出議案 
自 維 共 公 民 無 無 無 無

京 ＊ ＊ ＊ ＊

民 国 産 明 主 1 2 3 4

7.9 7.12 議88
京都市中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称）

第１ 期工事） 請負契約の締結について
〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7.9 7.12 議89
京都市中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称）

電気設備工事） 請負契約の締結について
〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7.9 7.12 議90
京都市中央卸売市場第一市場整備工事（ 新青果棟（ 仮称）

空気調和及び衛生設備工事） 請負契約の締結について
〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7.9 7.9 議91 控訴の提起について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

付帯決議等

可決

審議

結果
件　 　 　 　 　 　 名

可決

可決

可決

提出

月日

議決

月日

議案

番号

 
（ ○ ×は 議 案 に 対 す る 各 会 派 の 態 度 。 ○ ＝ 賛 成 、 ×＝ 反 対 ）  

無1＝（ 井﨑敦子議員） 、 無2＝（ 片桐直哉議員） 、 無3＝（ 繁隆夫議員） 、 無4＝（ 平田圭議員）  
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■ 意見書・ 決議 
 

1 手話言語における 適切かつ時代に即し た表現の在り 方の議論と 普及を 求める 意見書 

  （ 6 月 20 日可決、 市会議員全員 共同提案）   

 

2 介護従事者の処遇の改善に資する 必要な措置を 求める 意見書 

（ 6 月 20 日可決、 市会議員全員 共同提案）  

 

3 災害発生時における 信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める 意見書 

  （ 6 月 20 日可決、 自民、 維京国、 公明、 民主、 無（ 片 桐 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ）  共同提案）  

 

4 聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める 意見書 

  （ 6 月 20 日可決、 自民、 共産、 公明、 民主、 無、 無、 無、 無 共同提案）  

 

5 ラ イ ド シェ ア事業に係る 法制度については地域の実情や課題を踏ま え、 慎重な検討を

求める 意見書 

   （ 6月20日可決、 自民、 共産、 公明、 民主、 無（ 井 﨑 ）、 無（ 繁 ）、 無（ 平 田 ）  共同提案）  

 

6 ミ ャ ンマー国軍によ る 暴力行為の即時停止と 民主的政治体制の早期回復の働き 掛けを

強く 求める 意見書 

 （ 6月20日可決、 維京国、 共産、 無（ 井 﨑 ）  共同提案）  

 

7 コ メ の供給不足の懸念に対し て適切な対応を 求める 意見書 

  （ 6月20日可決、 維京国、 共産 共同提案）  

 

8 下水道の維持管理・ 更新における ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ 導入に向けての丁寧な対応を 求め

る 意見書 

  （ 6月20日可決、 公明提案）  

 

9 パーティ ー券の購入を 含む企業団体献金の全面禁止を求める 意見書 

  （ 6月20日否決、 共産提案）  

 

10 原子力発電から の撤退を明確にする こ と を求める 意見書 

   （ 6月20日否決、 共産提案）  

 

11 地方自治法改定の撤回を求める 意見書 

   （ 6月20日否決、 共産提案）  

 

12 大阪・ 関西万博の中止を求める 意見書 

   （ 6月20日否決、 共産提案）  
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市会議第１ 号 

 

手話言語に おけ る 適切 か つ時 代に 即し た 表現の 在り 方の 議論と 普及を 求め る 意見書

の 提出に つ い て  

 

手話言語に お け る 適切か つ時代に 即し た 表現 の 在り 方の 議論 と 普及を 求め る 意 見書 を 次の と

おり 提出す る 。  

 

   令和 ６ 年６ 月 ２ ０ 日提出  

 

提 出 者   市  会  議  員  全  員 

 

 

令和  年  月  日  

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 厚 生労働大臣、  

共生社会担当 大臣 宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

手話 言語に おけ る 適切か つ時代に 即し た 表現の 在り 方 の 議論と 普及を 求め る  

意見 書 

 

 本市で は 、 平成 ２ ８ 年に 「 京都市手話言 語 が つ な ぐ 心豊か な 共生社会を 目 指す条例（ 手話言

語条 例）」 を 議 員 提案 に よ り 全 会 一 致で 可決 ・ 施行す る と と も に 、 手 話は 言語 で あ り 、 手 話 に

対する 理解 の 促進に 努め る こ と で 、 手話を 必 要と する 人を 含 め 、 全 て の 人が 相互に 人 格と 個性

を 尊重する こ と が で き る 豊か な 共生社会の 実現を 目指し て 取り 組ん で き た と こ ろ で あ る 。  

 そ の 一環 と し て 先 般、 令和 ６ 年６ 月 ４ 日に 、 手 話を 用い た 「 手歌」 と 歌 声を 奏で る ホ ワ イ ト

ハ ン ド コ ー ラ ス Ｎ Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ Ｎ 京 都支部の 子ど も た ち の 訪問も 受 け 、 更 な る 共生社会 の 実現を 目

指す団体の 活動を 御 紹介い た だ き 、 日頃の 活 動の 成果と し て 手 歌パ フ ォ ーマ ン ス を 御披露い た

だ い た 。  

 そ の 際 、 手話 に は 、 イ メ ージ を 手の 動 き で 表現 す る 言 葉が あ る 中 で 、「 障害 者」 と 表現 す る

場合 に は 、「 壊 れ た 」「 人 」 と 表 現する た め 、「 私た ち は 壊 れ た 人で は な く 「 個性の あ る 人 」 で

あ る 、 と 広 め た い 」 と の 訴え る 声が あ っ た 。  

 こ の「 壊 れた 人 」 と の 表 現は 、 障 害の 概念が 、 か つて の 医学モ デ ルか ら 社会 モ デル に 変 化し 、

社会的障壁 を 取り 除 く 取組が 求 め ら れ る 時代に あ っ て 、 こ れ か ら 手話 を 学ぶ人や日 本の 未来を

担う 子ど も た ち に 誤 解を 生じ さ せか ねな い と 危惧さ れ る も の で あ る 。  

 た だ し 、 手話を 第 一言語と す る 人た ち の 参 画な し に 手話表現 の 在り 方を 議論する こ と は 適切

で は な く 、「 私た ち 抜き に 私 た ち の こ と を 決め な い で 」 の 精神は し っ か り と 尊重 すべき で あ り 、

加え て 、 手 話で は 、「 障 害 者」 と い う 語 句を そ の ま ま 表 現 し て い る に すぎ な い こ と か ら 、 そ も

そ も 「 障害 者」 と い う 語句の 在 り 方を 含め て 議論する 必要も あ る と 思料する 。  

 よ っ て 国 に おか れ て は 、 手話を 第一言 語と する 当事 者の 団体と の 間で 、 時 代に 即し た 「 障害

者」 と い う 語句及 び手話表現の 在り 方 を 丁寧に 議論し 、 そ の 在 り 方や考え 、 取組 を 広く 国内に

普及さ れ る こ と を 求 め る 。  

 

以上、 地方 自治法 第９ ９ 条の 規 定 に よ り 意見書を 提出す る 。  
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市会議 第２ 号  

 

介護従事 者 の 処 遇の 改善に 資する 必要な 措置を 求め る 意 見書の 提出に つい て  

 

 介護 従事 者の 処 遇の 改善に 資 する 必 要な 措置を 求め る 意見 書を 次の と おり 提 出する 。  

 

   令和 ６ 年６ 月２ ０ 日提出  

 

提出者  市 会 議  員 全  員 

 

 

令和   年   月  日  

 

衆議 院議長、 参 議院議 長、 内閣 総 理大 臣、  

総務 大臣、 厚生 労働大 臣 宛て  

 

京 都 市 会  議 長 名  

 

介 護従事者の 処 遇の 改 善に 資す る 必要な 措置 を 求め る 意見書  

 

 京都 市会 で は 、 令和５ 年１ ０ 月 に 介護 報酬等の 物価高 騰・ 賃金上 昇への 対 応 を 求め る 意 見書

を 国に 提出 し た と こ ろ で あ る 。  

こ う し た こ と も 踏ま え 、 令和 ６ 年度 の 介護報 酬改定に お い て は 、 介護 報酬全 体と し て １ ． ５

９ ％の 増額 改定、 さ ら に 、 改定 率の 外枠と し て 、 処遇改善 加算の 一本化に よ る 賃 上げ 効果 や光

熱水費 の 基 準費用 額の 増額に よ る 介護 施設の 増収 効果と し て ０ ． ４ ５ ％を 見込 み、 合 計で ２ ．

０ ４ ％ 相当 の 増額 改定 と な っ た こ と で 、 介護従 事者の 賃上げ や今般 の 物価高 騰への 対応が な さ

れ た も の で あ る 。  

一方 で 、 訪問 介護に つい て は 、 国が 実施す る 介護 事業 経営実 態調査に おい て 、 収 支差率 が 全

サ ービ ス 平 均を 大 き く 上回っ て い た こ と を 踏ま え て 基本 報酬 が 減額改 定と な っ た こ と に よ り 、

と り わ け 小 規模・ 零 細事業 所か ら は 、 経営 が 厳し い 、 あ る い は 処 遇改善加 算の 算 定を 得る こ と

が 難し い 、 ベース ア ッ プ が 確実 に 実行 さ れ る 保証 が な い 、 と い っ た 声 が 寄せら れ て い る 。  

こ う し た 中、 令 和 ６ 年 ６ 月５ 日の 衆議 院 厚生 労働 委 員 会 に お い て は 、「 介 護 ・ 障 害 福 祉 分野

の 人材 の 確 保及び 定着 を 促進す る と と も に サ ービ ス 提供 体制 を 整備す る た め の 介護・ 障害 福祉

従事者 の 処 遇改善 に 関 する 件」 に つい て 、 全会一 致で 決 議さ れ た と こ ろ で あ る 。  

よ っ て 国に おか れ て は 、 介護 事業所の 経 営安定化 と 、 介 護サ ー ビ ス を 担 う 優れ た 人材の 確保

及び定 着を よ り 一 層促 すた め 、 下 記の 事項に 取り 組ま れ る よ う 要望す る 。  

 

記  

 

１  今 般 の 衆 議 院 厚 生 労 働 委 員 会 の 決 議を 踏 ま え 、 令 和 ６ 年 度 の 介 護 報 酬 改 定 の 影 響 に つ い

て 、 訪 問介護 事業 所を は じ め と する 介 護事業者等 の 現場 の 実 態を 速やか に 調査・ 検証を する

こ と 。  

２  そ の 調 査・ 検 証の 結果、 介 護従事者 の 処遇の 改善及び経 営の 安 定化に 資 す る 対策 を 早 急に

検討 し 、 必要 が あ る と 認め る と き は 、 ３ 年に １ 度の 報酬 改定 の 時期を 待 た ずし て 速やか に 措

置を 講じ る こ と 。 ま た 、 介護報 酬の 増額改 定等を 行う 場合は 、 保 険料や 利用者負担の 引 上げ

に つ な が ら な い よ う 全 額国庫で 賄 う な ど 、 必要 な 措置 を 講じ る こ と 。  

 

以上 、 地方自治 法第９ ９ 条の 規 定 に よ り 意見書 を 提出 する 。  
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市会議 第３ 号  

 

災害発 生時 に お け る 信頼性の 高い 情報連携 体制の 構築へ の 支援 を 求め る 意見書 の 提

出に つい て  

 

災害 発生時に お け る 信 頼性の 高 い 情報 連携体制 の 構築への 支 援を 求め る 意見 書を 次 の と お り

提出す る 。  

 

   令和 ６ 年６ 月２ ０ 日提出  

 

提出者  市会議員 井上 よ し ひろ  ほか５ ０ 名 

自民党市議団、 維新・ 京都・ 国民市議団、  

公明党市議団、 民主・ 市民フ ォ ーラ ム市議団、  

無所属 （ 片 桐 ） 、 無所属 （ 繁 ） 、 無所属 （ 平 田 ）  

 

 

令和   年   月  日  

 

衆議 院議長、 参 議院議 長、 内閣 総 理大 臣、  

総務 大臣、 国土 交通大 臣、  

国土 強靭化担当 大臣、  

内閣 府特命担当 大臣（ 防災）、  

気象 庁長官 宛 て  

 

京 都 市 会  議 長 名  

 

災害 発生 時に お け る 信頼性 の 高い 情報連 携体制 の 構築へ の 支援 を 求め る 意見書  

 

 災害 発生 時に お け る 情報の 真 偽は 、 多 く の 人々 の 命に 直結す る 重 要な も の で あ る 。 本年 １ 月

に 発災 し た 能登半 島地 震を は じ め 、 過去の 様 々な 災害に おい て も 偽情報・ 誤 情 報が 、 救援 ・ 復

旧の 現 場に 大き な 混乱 を 招い て き た と こ ろ で あ る 。 災害発 生時に お け る 信頼 性の 高 い 情報 連携

体制の 確立 は 喫緊 の 課 題で あ る こ と か ら 、 そ の 構 築に 向 け て 積 極的 に 支援す る と と も に 、 正確

な 情報 を 得 る た め の 画 像認識技 術 の 導 入、 ま た 、 防災の 知 見を 兼ね 備え た 専門 家の 活 用も 重要

で あ る 。  

 京都 市に おい て は 、 国の 新た な 総合防災情 報シ ス テ ム を 活用 し 、 災害時の 情 報収集・ 分 析体

制の 強 化が 可能と な っ た と こ ろ で あ る 。  

よ っ て 国に おか れ て は 、 下記の 事項に つい て 特段の 取組 を 求め る 。  

 

記  

 

１  情 報発 信者や 情報 発信機器 の 事前 登録等に よ り 、 情 報の 信 頼性 を 担保し 、 現場か ら の 正確

な 情 報を 収集し 活用す る 情報連 携 環境 を 整備す る こ と 。  

２  Ｉ ｏ Ｔ セ ン サ ーや ド ロ ーン を 活用 し て 、 リ ア ル タ イ ム で の 国と 地方自治 体の 災 害情報 共有

体制 を 整備する と 同時 に 、 適切 な 情報分析と 迅速な 対策 を 促す気象 防災ア ド バ イ ザ ーの 自 治

体へ の 配置を 支 援する こ と 。  

３  正 確な 情報を 発信 する 公的 情 報サ イ ト や政府 認定の ア プ リ ケ ーシ ョ ン 等に つい て 、 国 民へ

の 普 及を 強力に 推進す る こ と 。  

 

 以上 、 地 方自治 法第 ９ ９ 条の 規定に よ り 意見書 を 提出 する 。  
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市会議第４ 号 

 

聴覚補助機 器等の 積極 的な 活用へ の 支援 を 求め る 意見書 の 提出に つい て  

 

聴覚補助機器 等の 積極的な 活用 への 支援を 求 め る 意見書を 次 の と おり 提出す る 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市会議員 井上 よ し ひろ  ほか４ ８ 名 

自 民 党 市 議 団 、 日 本 共 産 党 市 議 団、  

公明党市議団、 民主・ 市民フ ォ ーラ ム市議団、  

無所属 （ 井 﨑 ） 、 無所属 （ 片 桐 ） 、 無所属 （ 繁 ） 、  

無所属 （ 平 田 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 厚 生労働大臣、  

共生社会担当 大臣 宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

聴覚補助機器等の 積極 的な 活用へ の 支援 を 求め る 意見書 

 

 今日、 社会の 高 齢化に 比例し て 、 難聴の 方 も 年 々増加し て い る 。 難聴は 認知 症の 危険因子の

一つと い わ れ て おり 、ま た 難聴に な る と 、人や社会と の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 避け が ち に な り 、

そ の 後社会 的に 孤立 する 可能性 も 懸念さ れ る 。  

 こ の 難聴 対策と し て 補聴器が 知ら れ て い る が 、 一般的に 「 補 聴器」 と 呼ばれ て い る も の は 、

収集し た 音 を 増幅し て 外耳道に 送る 「 気導補聴器」 で あ る 。 一方で 、 様々 な 原因で 外 耳道 が 閉

鎖し て い る 方に は 、 骨導聴力を 活用する 「 骨導補聴器」 が 用い ら れ て き た 。  

 近年 、 こ れら の ２ 種類の 補聴器に 加 え て 、 耳の 軟骨を 振動 さ せて 音を 伝え る 「 軟骨伝導」 等

の 新し い 技 術を 用い た イ ヤ ホ ン が 開発さ れ た 。 こ の 聴 覚補 助機器は 、 従来の 気導・ 骨導補聴器

で は 十分な 補聴効果 が 得ら れな い 方や、 装用 そ の も の が 難し い 方に 対 し て の 新た な 選択肢と な

っ た 。  

 京都市で は 、 ヒ ア リ ン グ ルー プ の 設 置、 字幕表示シ ス テ ム 「 Ｃ ｏ ｔ ｏ ｐ ａ ｔ 」 の 導入な ど 、

本市施設や 各区役所・ 支所の 窓 口に おけ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 円滑 化に 向け た 環 境整備を 積

極的に 進め て い る 。  

 よ っ て 国 に おか れ て は 、 こ の よ う に 、 様々 な 聞こ え に 課題の あ る 方 に 適用で き る 聴覚補助機

器等の 選択 肢が 広が っ た 今、 我が 国 の 更な る 高齢 化の 進 展を 踏 ま え て 、認知症 の 予防 と と も に 、

高齢者を は じ め 、 聞 こ え に 課題の あ る 方の 積 極的 な 社会参画 を 実現する た め に 、 下記 の と おり

聴覚補助機 器等の 積 極的な 活用 を 促進する 取組を 強く 求め る 。  

 

記 

 

１  高齢者 や難聴者 等の 聞こ え に 課題 の あ る 方が 、 医師や専門家の 助言の 下 で 、 自分 に 合っ た

補聴器を は じ め 、 最新技術を 用 い た 聴覚補助 機器を 積極的に 活用する 環境を 整 え る こ と 。  

２  高齢者 や難聴者 等の 聞こ え に 課題 の あ る 方と 円滑に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 取れ る 社会の   
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構築を 目指し 、 行政 等の 公的窓 口等に 、 合理 的配慮に 関 する 環境整 備の 一環と し て 聴覚補助

機器等の 配備 を 推進する こ と 。  

３  地域の 社会福祉 協議会や相 談支援 機関と の 連携の 下、 聴覚 補助機 器等を 必要と する 人々へ

の 情報提供の 機会や場の 創設等 、 最適な 聴覚 補助機器を 普及 さ せる 社会環境 を 整え る こ と 。  

 

 以上、 地 方自治法 第９ ９ 条の 規定に よ り 意見書を 提出する 。  
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市会議第５ 号 

 

ラ イ ド シ ェ ア 事業に 係 る 法制 度に つい て は 地域の 実 情や 課題を 踏ま え 、 慎 重な 検討

を 求め る 意 見書の 提出 に つい て  

 

ラ イ ド シ ェ ア 事業に 係る 法制度に つい て は 地 域の 実情や課題 を 踏ま え 、 慎 重な 検討 を 求め る

意見書を 次 の と おり 提出する 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市会議員 井上 よ し ひろ  ほか４ ７ 名 

自 民 党 市 議 団 、 日 本 共 産 党 市 議 団、  

公明党市議団、 民主・ 市民フ ォ ーラ ム市議団、  

無所属 （ 井 﨑 ） 、 無所属 （ 繁 ） 、 無所属 （ 平 田 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 国 土交通大臣、  

内閣府特命担 当大臣（ 規制改革 ）、  

内閣府特命担 当大臣（ 地方創生 ）  宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

ラ イ ド シ ェ ア 事業に 係る 法制度に つい て は 地域の 実情 や課題を 踏 ま え 、  

慎重な 検討 を 求め る 意見書 

 

 日本版ラ イ ド シ ェ ア の 先行実 施自治 体と し て 京都府が 選定さ れ 、 本 年４ 月か ら 始 ま っ た と こ

ろ で あ る が 、 ５ 月末 に は 、 斉藤 国土交通大臣か ら 「 検証に 十分 な 時間を 掛け る こ と が 必要で 、

早急に 結論 を 出すべ き で は な い 」 と の 考 え 方が 示さ れ た 。 一方 で 、 政 府の 規制改革 会議に おい

て は 、「 来年の 通 常国会に お い て 関連法案 の 提出を 目指す べき 」 と の 声も 一部 あ る と 聞く 。  

 ラ イ ド シ ェ ア の 議 論 に 当 た っ て は 、「 利 用 者 の 安心 ・ 安 全」、「 市 民 生活 や 円滑な 道 路交通の

確保」、「 バ ス ・ 鉄道を 含む 公共交 通事業者の 経営や運 転士、 と り わ け タ ク シ ーの ド ラ イ バ ーを

は じ め と す る 担い 手 の 雇用」 等と い っ た 観点 に つ い て 、 地域の 実情 に 即し た 十分な 配 慮が 必要

で あ る 。  

 本年４ 月 に 創設さ れ た 「 日 本版ラ イ ド シ ェ ア 」 は 、 エ リ ア や時期・ 時間帯 等に よ っ て は 、 現

況の 交通課 題への 対 策と し て 一 定の 効果を 発揮する 可能性も 考 え ら れる 。   

 一方で 、 市街地 中心部や嵐山、 東山 等と い っ た 地域で は 、 更な る 車両集中で 、 市民 生活 や道

路交通に 大 き な 支障 を 来すおそ れ が あ り 、 収 益性 の 高い エ リ ア の みに 参入し 、 地域の 足を 広く

担う 公共交 通事業者 の 経営や雇 用への 悪影響が 生じ る おそ れ な ど 、 現 実的に は 多く の 問題が 発

生する こ と も 予想さ れ る 。  

 現在 、 交 通の 空白 地域及び時間 帯に よ る 空 白が 発生し て い る こ と も 事実で あ り 、 こ れら の 課

題解決の た め に 、 京都市域で 試行実施 を し て い る 「 日本版ラ イ ド シ ェ ア 」 や京都 府京丹後市な

ど の 交通不 便地域で 導入し て い る 道路運送法第７ ８ 条第２ 号に 基づく 、 い わ ゆ る 「 自治体ラ イ

ド シ ェ ア 」 な ど で 検 証を 進め て い る と こ ろ で あ る 。  

 よ っ て 国 に おか れ て は 、 今後こ れ ら の 検証 や議 論に おい て 、 ま ず 何よ り も タ ク シ ー 乗務 員の

増員に 取り 組み、 地 域の 実情や 課題を 十分に 踏ま え る こ と 。 特 に 、「 ラ イ ド シ ェ ア 」 を 導入 し   
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た 諸外国で は 、 制度 化後に 訴訟提 起が 相次い で い る と い う 問 題点も し っ か り と 把握し 、 安 易に

「 ラ イ ド シ ェ ア 」 を 制度と し て 導入す る の で は な く 、 安心・ 安 全面の 確保を 第一に 地域交通課

題解決に 向 け た 検討 を する こ と を 強く 求め る 。  

 

 以上、 地 方自治法 第９ ９ 条の 規定に よ り 意見書を 提出する 。  
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市会議第６ 号 

 

ミ ャ ン マ ー 国軍に よ る 暴力行 為の 即時停 止と 民主的 政治 体制の 早期回復の 働き 掛け

を 強く 求め る 意見書の 提出に つい て  

 

ミ ャ ン マ ー国 軍に よ る 暴力行為の 即時停止と 民主的政治体制 の 早期回復の 働き 掛け を 強く 求

め る 意見書 を 次の と おり 提出す る 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市会議員 も り も と  英靖 ほか３ １ 名 

維新・ 京都・ 国民市議団、 日本共産党市議団、  

無所属 （ 井 﨑 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 法 務大臣、 外務大臣 、  

出入国在留管 理庁長官 宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

ミ ャ ン マ ー国軍に よ る 暴力行為の 即時停 止と 民主的政治 体制の 早期 回復 

の 働 き 掛 け を 強く 求め る 意見書  

 

 ミ ャ ン マ ーの 国営 メ ディ ア は 、 ２ ０ ２ ４ 年２ 月１ ０ 日、 男性 は １ ８ 歳か ら ３ ５ 歳ま で 、 女性

は １ ８ 歳か ら ２ ７ 歳 ま で に 対す る 徴兵制の 導入に 向け て「 人民 兵役 法」 を 施行 する と 発表し た 。

徴兵 の 開 始 は 、 ミ ャ ン マ ー 歴の 正 月に 実 施 さ れ る 「 水 祭 り 」（ ４ 月 ２ １ 日 ） 明 け か ら と さ れ 、

毎月５ ，０ ０ ０ 名を 目標に 訓練を 開始する 方 針で あ る こ と を 国 軍報 道官が 伝 え た（ ２ 月２ ０ 日、

女性 は 一 旦 除外 する と 発 表 ）。 こ れ は 、 劣勢 を 強い ら れ る 軍が 、 深 刻 化す る 兵 員 不 足 を 補 う ね

ら い が あ る と さ れ て い る が 、 民主派の Ｎ Ｕ Ｇ （ 国民 統一政府） が ２ 月 １ ３ 日に 発出 し た 声明で

の 「 国民を 戦争の 最前線に 送り 「 人間 の 盾」 に 利用し よ う と し て い る 」 と い う 指摘に 見ら れ る

よ う に 、多く の 若者が 犠牲 に な る ばか り か 、 民主主義を 希求す る 国 民同士に 殺し 合い を さ せる 、

卑劣な 制度 の 実施で あ る こ と は 疑う 余地も な い 。  

徴兵制を 拒否 すれ ば禁固刑の 罰 則も あ り 、 中 立も 許さ ず、 絶望し た 若者 た ち に は 反発や動揺

が 広が り 、 国外脱 出を 図る 者が 続出し て い る 。 自殺 者も 出て い る と 伝え ら れ る 。 ま さ に 踏み絵

を 迫る 制度 で あ る 。  

 我が 国で は 、 本年２ 月１ 日 、 ク ーデタ ー後 ３ 年に 当た り 、 外務大 臣が 、 ミ ャ ン マ ー情 勢が 年々

悪化し て い る こ と を 深刻に 懸念 し て い る と 表明し 、 ミ ャ ン マ ー 国軍が 空爆な ど の 暴 力に よ っ て

多く の 無辜
こ

の 市民 が 日々死傷し て い る 状 況を 強 く 非難し た 。 ま た 、 国 際機 関の み な ら ずＮ Ｇ О

な ど と も よ り 一層連 携し 、 引 き 続き 、 人道支 援を 積極的に 行 い 、 ま た 、 ミ ャ ン マ ー軍 に 対 し て

も 、 安全で 阻害さ れ な い 人道ア ク セ ス を 認め る よ う 強く 求め 、 ミ ャ ン マ ーの 人々の 声 に 耳 を 傾

け 、 様々な 関係者 と 対話し 、 Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ と の 連携 を よ り 強化 する こ と に よ っ て 、 事態打開に 向

け て 取り 組 む旨の 発 表を し た 。 さ ら に 、 ３ 月 ８ 日 に は 、 外 務省は 、 全国で 約 ２ ３ ０ 万 人の 市民

が 避難生活 を 強い ら れ て い る 危 機を 受け 、 様々な 人道支援策を 追加する こ と を 表明 し た 。  

よ っ て 国に おか れ て は 、「 平 和 都市 宣言 」、「 世 界文 化自由 都市 宣言」 の 下 、 ミ ャ ン マ ーの 若

者た ち の 未 来を 守る た め 、 下記 の 事項を 速やか に 実施する よ う 強く 要望する 。   
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記  

 

１  Ｗ Ｐ Ｓ 外交 を し な や か に 具 現 化す る べ く 、 日 本 外 交 の 影 響力 を 最 大 限推 進 し 、「 ミ ャ ン マ

ー問題」 は 忘 れ て は な ら な い 紛 争で あ る こ と を 世界に 発信し 、 国連 やＡ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ を は じ め と

し た 国際社会 と 連携し て 、 ク ー デタ ー 直後 に 開催さ れ た Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 首脳級会議に おい て 発出

さ れ た 「 ５ 項 目コ ン セ ン サ ス 」 を 速やか に 履 行する よ う 繰り 返し 求め 続け る こ と 。  

２  今こ の 瞬間も 続 く 、 ミ ャ ン マ ー軍に よ る 空爆、 民間人に 対 する 残虐行為 を 即時停 止し 、 及

び恣意的な 死 刑執行を 一切行わ な い よ う 求め 、 ア ウ ン ・ サ ン ・ ス ー・ チ ー 国家最 高顧問を は

じ め と する 不 当に 拘束さ れ た 人 々を 即時解放 し 、 対話に よ る 平和的解決 の た め に も 、 民主的

な 政治体制の 早期回復・ 実現を 粘り 強く 求め る こ と 。  

３  現在、 日本全 国に 在留する ８ 万６ ， ０ ０ ０ 人余り の ミ ャ ン マ ー人が 、 安心し て 働き 、 学び 、

暮ら し て い け る よ う 対策を 講じ て い る が 、 依然予断を 許さ な い ミ ャ ン マ ー国内の 情勢に 照ら

し 、 緊急避難 措置の 継続等、 今 後も 必要な 対 策を 検討し 、 及 び実施する こ と 。  

 

以上、 地方自 治法第９ ９ 条の 規 定に よ り 意見 書を 提出する 。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-76-



 

市会議第７ 号 

 

コ メ の 供給 不足の 懸念 に 対し て 適 切な 対 応を 求め る 意見 書の 提出に つい て  

 

コ メ の 供給不 足の 懸念に 対し て 適切な 対応を 求め る 意見書を 次の と おり 提出 す る 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市会議員 宇佐美 賢一 ほ か ３ ０ 名 

（ 維新・ 京都・ 国民市議団、 日本共産党市議団） 

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 農 林水産大臣 宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

コ メ の 供給 不足の 懸念 に 対 し て 適 切な 対応を 求 め る 意見書 

 

 ２ ０ ２ ３ 年の 猛暑 に よ る 不作 やカ メ ム シ の 大量発生、 外食需要の 高ま り 等 を 背景に 、 コ メ の

供 給 不 足 を 心 配 す る 声 が 流 通 現 場 で 広 ま り つ つ あ り 、 コ メ の 価 格高 騰 も 顕 著 に な っ て き て い

る 。  

 既に 、 Ｓ Ｎ Ｓ や報 道番組で 取り 上げ ら れ て い る ほ か 、 一部ス ーパ ーで は コ メ の 大量 購入 を 控

え る よ う 張 紙が さ れ る 等、 よ り 多く の 消費者に 不安感が 広ま る の も 時間の 問題で あ る 。 ま た 、

食料品の 価 格高騰が 続く 中、 主食 で あ る コ メ の 不 足や価格高 騰は 、 国民生活 に 大き な 不安 と 混

乱を 招く こ と は 間違 い な い 。  

 「 平成の コ メ 騒 動」 と は 不作の 状況 や民間 在庫 の 量が 大き く 異な っ て おり 、 政府は 、 深 刻な

状況で は な い と い う 説明を 行っ て い る が 、 イ ン タ ーネ ッ ト やＳ Ｎ Ｓ の 普及に よ る フ ェ イ ク ニ ュ

ース を 含む 情報源の 曖昧な 情報 が 拡散さ れ る 危険性、 転売目的の 買占め 、 イ ン バ ウ ン ド に よ る

コ メ 需要の 増加等、 平成と は 時代背景 が 違う 中、 コ メ 不足に 対 する 不安が 広 ま り 、 混乱が 生じ

る こ と の 懸 念は 払拭 で き な い 。  

 よ っ て 国 に おか れ て は 、 コ メ の 供給不 足の 懸念に 対 処す べく 、 下記の こ と を 検討・ 実施する

よ う 求め る 。  

 

記 

 

１  コ メ 農 家の 経営 に 配慮し つ つ、 コ メ の 不 足や 価格高騰が 国民生活へ与え る 影響に 鑑み、 備

蓄米の 放出を 検討する こ と 。  

２  フ ェ イ ク ニ ュ ー ス 等 の 拡 散 に よ る 混 乱 を 避 け る た め 、 正 し い 情 報 発 信 を 積 極 的 に 行 う こ

と 。  

３  国に お い て 、 コ メ の 需給管 理を 責 任を 持っ て 行い 、 米価の 安定的保障を する こ と 。  

 

以上、 地方自 治法第９ ９ 条の 規 定に よ り 意見 書を 提出する 。  
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市会議第８ 号 

 

下水道の 維 持管理・ 更 新に お け る ウ ォ ー タ ーＰ Ｐ Ｐ 導入 に 向け て の 丁寧な 対応を 求

め る 意見書 の 提出に つ い て  

 

下水道の 維持 管理・ 更新に おけ る ウ ォ ータ ー Ｐ Ｐ Ｐ 導入に 向 け て の 丁寧な 対応 を 求 め る 意見

書を 次の と おり 提出 する 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市 会 議 員  青 野  仁 志  ほ か １ ０ 名 

（ 公 明 党 市 議 団 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 国 土交通大臣、  

内閣府特命担 当大臣（ 地方創生 ）  宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

下水道の 維持管理・ 更 新に おけ る ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ 導入に 向け て の 丁寧 な  

対応を 求 め る 意見書  

 

公共イ ン フ ラ の 適切な 維持管理 や更新は 、 地域住民の 日常生 活の 安全と 安心の た め に 大変に

重要な 課題 で あ る 。 地方公共団体が 整 備や維持管理を 進め て き た 下 水道は 、 今後、 大量に 更新

時期を 迎え る こ と が 予想さ れ、 京都市に おい て も 同様で あ る 。  

こ の 地方公共 団体の 下水道事業 に おい て は 、 施設の 老朽化に 加 え て 、 人口 減少に よ る 使用料

収入の 大幅 な 減少、 職員数の 減少 に よ る 管理 や運 営状況の 悪 化に 対し 、 広 域化やＤ Ｘ を は じ め

と する 効果 的・ 効率 的な 取組が 求め ら れ て い る 。  

国は 、 更新時 期を 迎 え る 公共イ ン フ ラ の 適切 な 維持管理や更 新 の た め に 、 Ｐ Ｐ Ｐ ／Ｐ Ｆ Ｉ 推

進ア ク シ ョ ン プ ラ ン （ 令和 ５ 年改 定版） を 策定し 、 下水道に おい て 、 官民連 携方式と し て 、 長

期契約で 管 理と 更新 を 一体的に マ ネ ジ メ ン ト する 方式（ ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ ） の 導入を 推進 する

こ と と し た 。  

さ ら に 、 国 は 、 社 会資 本 整 備 総合 交付 金等 の 交付 要 件に つ い て 、「 汚 水 管 の 改 築 に 係る 国 費

支援に 関し て 、 緊急 輸送道路等の 下に 埋設さ れて い る 汚水管 の 耐震化を 除き 、 ウ ォ ー タ ー Ｐ Ｐ

Ｐ 導入を 決 定済みで あ る こ と を 令和９ 年度以降に 要件化する 」 と し た 。  

こ の Ｐ Ｐ Ｐ ／ Ｐ Ｆ Ｉ 手法の 導入 は 進みつつあ る が 、 仕組みが 複雑で 検討 も 多岐に わ た る 。 本

市で は こ れ ま で Ｄ Ｂ Ｏ 、 Ｐ Ｆ Ｉ な ど の 様々な 官民 連携手法を 取り 入れ て き た が 、 今後 更な る 効

率的な 維持 管理更新 の た め 、 Ｐ Ｐ Ｐ に 関し て も 研究・ 検討を 進 め て い く と こ ろ で あ る 。  

よ っ て 国に お か れ て は 、 地方公共 団体が 民間 と の 連携の 下で 、 主体 的に 安定的 か つ持続的に

下水道施設 を 機能さ せる こ と が で き る よ う 、 ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ の 導入に つい て 、 下記 の 特 段の

配慮を 求め る 。  

 

記 

 

１  地方公 共団体へ の 導入支援 に おい て 、 相 談窓 口の 開設や 、 専門 家の 派遣 等の 伴走 型の 支援   
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体制を 整え る こ と 。  

２  社会資 本整備総 合交付金の 交付に おけ る 「 汚水管の 改築に 係る 国費支援 に 関し て 、 緊 急輸

送道路等の 下 に 埋設さ れ て い る 汚水管の 耐震 化を 除き 、 ウ ォ ータ ーＰ Ｐ Ｐ 導入を 決定済みで

あ る こ と を 令 和９ 年度以降に 要 件化する 」 と の 国の 方針に つ い て 、 地方 公共団 体の 取組状況

に 応じ て 弾力 的な 対応を 検討す る こ と 。  

 

以上、 地方自 治法第９ ９ 条の 規 定に よ り 意見 書を 提出する 。  
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市会議第９ 号 

 

パ ーテ ィ ー 券の 購入を 含む企業団 体献金 の 全面禁止を 求 め る 意見書の 提出に つい て  

 

パ ーテ ィ ー券 の 購入を 含む企業 団体献金の 全 面禁止を 求め る 意見書を 次の と お り 提 出する 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市 会 議 員  赤 阪  仁  ほ か １ ３ 名 

（ 日 本 共 産 党 市 議 団 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣 宛 て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

パ ー テ ィ ー 券の 購入を 含む企業団 体献金の 全面禁止 を 求め る 意見 書 

 

 政治と 金 を 巡る 問 題が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て い る が 、 金 権腐敗政 治根絶の 核 心は 、 企業・ 団

体献金の 全 面禁止が 欠か せな い 。  

企業・ 団体献 金は 、 本質的に 政 治を 買収する 賄賂性が あ り 、 営利を 目的と す る 企業 は 、 金を

出せば見返 り を 期待 する 。 選挙権 を 持た な い 企業 が 巨大な 資 金力で 政治に 影 響力を 行 使し 、 金

の 力で 政治 を ゆ が め る こ と は 、 国民の 権利で あ る 参政権の 侵害 で あ る 。  

本年６ 月６ 日 、 政治 資金規 正法 改正案の 修正 案が 、 衆議院 に おい て 可 決さ れ た 。 同修 正案 は 、

パ ーテ ィ ー 券の 購入 を 含む企業 団体献金の 全面禁止と い っ た 、 国民の 要望する 抜本 的な 政治改

革に は 一切 踏み込ま ず、 政策活動費や公 開基準額の 温 存で 「 ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 」 を 残すも の で

あ り 、「 政治と カ ネ 」 の 問題 の 解決に 全く つな が ら な い も の で あ る 。  

 自民党は 、 政策活 動費と 称し て 政党 本部か ら 政 治家個人に 巨額の 資金を 支 出し て き た 。 政策

活動費を 合 法化し 温 存する こ と は 、 重 大な 改悪で あ る 。 政策 活動費で は 「 企業 秘密」、「 プ ラ イ

バ シ ーの 侵 害」 を 持 ち 出し 、 １ ０ 年後 に 公開する と し て い る が 、 政 治資金規 正法の 時 効は ５ 年、

会計帳簿、 明細書及 び領収書等の 支出 を 証明 する 書面の 保存 期間は ３ 年で あ り 、 公開 さ れ る 保

証は な い 。 政策活 動費は 、 現行法に 規定が な い に も か か わ ら ず、 政治家を 迂
う

回さ せる こ と で 支

出の 実態 を 隠す も の で あ る 。 こ の こ と は 、 政治活 動 を 「 国民 の 不 断 の 監 視と 批 判 の 下 」、 収 支

を 全て 公開 する と い う 規正法の 趣旨に 反する も の で あ る 。  

 収支報告 書の 要旨 の 作成・ 公開 義務を 削除 し た こ と は 、 規正 法の 柱で あ る 収支公開 に 逆 行す

る 。 要旨が な く な れ ば、 収支報告書の 公開 ３ 年後 に は 政治資 金の 流れ が 全く 見え な く な る 。 不

祥事を 隠蔽 する も の と 言わ ざ る を 得な い 。 国 民の 不断の 監視と 批判の 下に 置く と し た 規正法の

基本理念を 貫き 、 収 支報告書は 公 的に 永久に 残す こ と こ そ 必 要で あ る 。 国 民の 監視を 妨害 する

要旨作成の 廃止は す べき で は な い 。  

 よ っ て 国 に おか れ て は 、 パ ー テ ィ ー券の 購 入を 含む企業団体 献金を 禁止する 政治 資金規正法

の 抜本改正 を 求め る も の で あ る 。  

 

 以上、 地 方自治法 第９ ９ 条の 規定に よ り 意見書を 提出する 。  
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市会議第１ ０ 号 

 

原子力発電 か ら の 撤退 を 明確に す る こ と を 求め る 意見書 の 提出に つい て  

 

原子力発電か ら の 撤退を 明確に する こ と を 求 め る 意見書を 次 の と おり 提出す る 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者 市 会 議 員  赤 阪  仁  ほ か １ ３ 名 

（ 日 本 共 産 党 市 議 団 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 経 済産業大臣、 環境 大臣、  

内閣府特命担当大臣（ 原子力損害賠償・ 廃炉等支援機構） 、  

内閣府特命担 当大臣（ 原子力防 災）、  

原子力規制委 員会委員長、  

資源エ ネ ル ギ ー庁長官 宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

原子力発電か ら の 撤退 を 明 確に す る こ と を 求め る 意見書 

 

 ２ ０ ２ １ 年に 閣議 決定さ れた 現行の エ ネ ル ギ ー基本計画は 、 原子力発電を 「 重要な ベー ス ロ

ード 電源 」 と し つつ 、「 可 能な 限 り 原発 依存 度 を 低減 す る 」 と し て い る 。 こ れ は 、 ２ ０ １ １ 年

３ 月 １ １ 日 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 に 伴 う 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子力 発 電 所 事 故 の 痛 苦 の 教 訓

に よ る も の で あ る 。 と こ ろ が 、 政府は ２ ０ ２ ２ 年、 国民に 問わ な い ま ま 、 原 子力発電 を 「 最大

限活用する 」 と い う 方針へ急転換 し た 。 ２ ０ ２ ３ 年に は 新増 設 や老 朽原発の ６ ０ 年超 の 運 転を

可能に する こ と を 盛 り 込ん だ 「 Ｇ Ｘ 推進 戦略」 を 閣 議決定し 、 ５ 月か ら 改定作業を 始め た エ ネ

ル ギ ー基本 計画に 反 映さ せよ う と し て い る 。  

 し か し な が ら 、 元日の 能登半島地震 で は 、 道路 の 寸断、 建物の 倒壊で 、 屋内退避を 含む 当初

の 避難計画 は 崩壊し 、 東京電力福島第 一原発事故に 続 い て 、 世 界有数の 地震 国・ 津波国で あ る

日本で 原発 を 稼働す る 危険性が 改め て 示さ れ た 。  

 こ う し た 中、 関西電力管 内で は 、 ２ ０ ２ ３ 年７ 月に 日本最古 の 老 朽原発で あ る 高浜 １ 号機が 、

９ 月に は 日 本で ２ 番 目に 古い 高 浜２ 号機が 再稼働さ れ る な ど 、 既に ７ 機の 原子力発 電所が 稼働

し 、 さ ら に 、 ５ 月 に は 、 原 子力 規制委員会が 、 稼 働か ら ３ ８ 年・ ３ ９ 年た つ 高浜３ ・ ４ 号機に

つい て も ２ ０ 年間の 運転延長を 認可する に 至っ て い る 。 従来の 原発事故の リ ス ク に 加 え 、 老朽

原発を 稼働 さ せる こ と に よ る リ ス ク も 加わ り 、 極め て 危険な 状 況に あ る と 言わ ざ る を 得な い 。

現状 は 、「 原 子 力 発電 に 依 存し な い 、 持 続可 能 で 安心 安 全 な 電力 供 給 体制 を １ 日 も 早 く 実 現 し

て い く 必要 が あ る 」 と し た 京都 市会の 決議の 趣旨に も 反する 事 態で あ る 。  

 よ っ て 国 に おか れ て は 、原発か ら の 撤退を 明確 に する た め 、 下記 の 措置を 採る こ と を 求め る 。 

 

記 

 

１  原子力 発電に つ い て 、 現在 策定中 の エ ネ ル ギ ー基本計画に おい て も 、 再稼働、 運転延長、

新増設・ リ プ レ ース や新型炉の 開発を やめ る こ と を 明確に す る こ と 。   
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２  既存の 原発は 期 限を 定め て 廃止し 、 と り わ け 、 ４ ０ 年超の 原発の 運転は 認め な い こ と 。  

３  原発が 存在する 間の 避難計 画な ど も 実効性あ る も の に 見直 すこ と 。  

 

 以上、 地 方自治法 第９ ９ 条の 規定に よ り 意見書を 提出する 。  
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市会議第１ １ 号 

 

地方自治法 改定の 撤回 を 求め る 意 見書の 提出に つい て  

 

地方自治法改 定の 撤回を 求め る 意見書を 次の と おり 提出する 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市 会 議 員  赤 阪  仁  ほ か １ ３ 名 

（ 日 本 共 産 党 市 議 団 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣 宛 て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

地方自治 法改定の 撤回 を 求め る 意見書 

 

 第２ １ ３ 回国会（ 常会） に おい て 審議 さ れ た 「 地方自治法改定案」 は 、 地方 自治法に 新た な

章と し て 「 第１ ４ 章  国民の 安 全に 重大な 影 響を 及ぼ す事態に おけ る 国と 普通地方 公共団体と

の 関 係等 の 特例 」 を 追 加 し 、「 大 規模 な 災害 、 感染症 の ま ん 延そ の 他 そ の 及ぼ す 被 害 の 程 度 に

おい て こ れ ら に 類す る 国民の 安 全に 重大な 影響を 及ぼ す事態」 が 発生し 、 又は 発生す る お そ れ

が あ る 場合 に 、 閣 議決定を 経て 、 各大臣が 地 方公 共団体に 対 し て 必要な 指示 を 行う と い う 、 国

に よ る 補充 的な 指示 の 制度を 創 設する も の で あ る 。  

本法の 改定は 、 政府が 「 国民の 安 全に 重大な 影響 を 及ぼ す事 態」 と 判断 すれ ば 、 国が 地方 自

治体に 指示 で き る 「 指示権」 を 新た に 導入 す る も の で あ る が 、 こ れ は 国に よ る 強制的関与が 基

本的に 認め ら れ な い 自治事務に ま で 踏み込むも の で あ り 、 日本 国憲法 に 保障さ れ た 地方自治を

大き く 侵害 する も の で あ る 。  

国の 「 指示権」 行使の 対象と な る 「 国民の 安全に 重大な 影響 を 及ぼ す事態」 の 基準 は、 極め

て 曖昧で あ る 。 個別法で 想 定さ れ な い 「 事態」 が 起こ っ た と き に 「 指示」 す る と し な が ら 、 想

定さ れ る 「 事態」 や 個別法と の 関係に つい て の 検討内容も 、 政 府答弁で は 示さ れ て い な い 。  

さ ら に 、 衆議 院で の 審議の 過程 で 国会への 事 後報告を 規定す る 修正は な さ れ た も の の 、 重大

事態の 「 発生の お そ れ が あ る 」 な ど の 判断は 、 全て 政府に 委ねら れ て おり 、 国の 恣意 的判断を

可能と する こ と に 変 わ り が な い 点も 極め て 重大で あ る 。  

ま た 、 武力攻 撃事態や存立 危機事態 に おい て も 「 指示権」 は 除外さ れて い な い 。 こ れは 、 国

が 行う 戦争 体制に 自 治体と 自治 体職員を 組み込むも の で あ り 、 本法の 改定が 、 地方自 治を 侵害

する だ け で な く 、 日 本国憲法の 平和主義を も 踏みに じ る 重大な 問題を は ら ん で い る こ と は 明ら

か で あ る 。  

令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ７ 日 に 開 催 さ れ た 第 ３ ３ 次 地 方 制 度 調 査 会 第 １ ９ 回 専 門 小 委 員 会 で 全 国 市

議会 議長 会 会長 が 発 言 し た と お り 、「 非 平時 に おけ る 国 の 地方公 共 団 体に 対す る 指 示 権の 創 設

は 、 関係す る 地方公 共団体の 自 主性・ 自立性と 抵触する 」 おそ れ が あ る こ と は 否定 で き な い 。  

よ っ て 国に お か れ て は 、 地方自 治法改定を 撤 回する こ と を 求 め る 。  

 

 以上、 地 方自治法 第９ ９ 条の 規定に よ り 意見書を 提出する 。  
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市会議第１ ２ 号 

 

大阪・ 関西 万博の 中止 を 求め る 意見書の 提出に つい て  

 

大阪・ 関西万 博の 中止を 求め る 意見書を 次の と おり 提出する 。  

 

令和６ 年６ 月２ ０ 日提 出 

 

提出者  市 会 議 員  赤 阪  仁  ほ か １ ３ 名 

（ 日 本 共 産 党 市 議 団 ）  

 

 

令和  年  月   日 

 

衆議院議長、 参議院議長、 内閣 総理大臣、  

総務大臣、 外 務大臣、 経済産業 大臣、  

国際博覧会担 当大臣 宛て  

 

京 都 市  会 議 長 名  

 

大阪・ 関 西万博の 中止 を 求め る 意見書 

 

 ２ ０ ２ ５ 年４ 月１ ３ 日か ら １ ０ 月１ ３ 日ま で 開催予定の 大阪・ 関西万博に つい て 、 か ね て か

ら 指摘さ れ て き た 問 題が 更に 深 刻か つ重大と な っ て い る 。  

第１ に 、 際 限の な い 事 業 費 の 増額 で あ る 。 世論調 査 で も 「（ 増 額 に ） 納 得 で き な い 」 が ７ 割

に 上っ て い る 。 万 博会場の 建設費は 、 ３ ５ ０ 億円 の 「 日除 け リ ン グ 」 や１ か 所２ 億円 の ト イ レ

な ど 、 当初計 画の １ ， ２ ５ ０ 億円が １ ， ８ ５ ０ 億円に な り 、 更に ２ ， ３ ５ ０ 億円へと 、 倍近く

に 膨れ 上が っ て い る 。 更な る 増 額に つい て 、 政府は 否定で き な い 状況で あ る 。  

ま た 、 会場 建設 費と は 別 に 、「 日本 館」 に ３ ６ ０ 億 円 、 警 備費 に １ ９ ９ 億 円、 発 展 途上国 の

出展支援に ２ ４ ０ 億 円、 全国的な 機運醸成に ３ ８ 億円な ど 、 合 わ せ て ８ ３ ７ 億円も の 国費 を 投

入する こ と が 明ら か と さ れ て き た 。  

第２ に 、 開 催予 定地 で あ る 大 阪湾 の 人 口島 ・ 夢洲 は 構造 的な 問 題が あ る 。「 夢 洲 」 は 、 建 設

残土や廃棄 物の 処分 場と し て 整 備さ れ て き た 埋立地で あ る た め 、 軟弱地盤の う え 、 土 壌に は ダ

イ オ キ シ ン やヒ 素、 Ｐ Ｃ Ｂ な ど が 含ま れ、 地 震な ど の 際に は 汚 染物 質が 染み 出すおそ れも 指摘

さ れ て き た 。  

 第３ に 、 人命を 尊 重する 立場に 逆行 する こ と の 重大性が あ る 。 ３ 月２ ８ 日 に 夢洲１ 区の 建設

現場で 、 溶 接作業中 の 火花が メ タ ン ガ ス に 引 火す る 爆発事故 が 発生し た 。 こ の 事故の 原因 と な

っ た メ タ ン ガ ス は 、 パ ビ リ オ ン な ど の 建設が 計画 さ れ て い る 夢洲２ 区・ ３ 区の メ イ ン 会場 区域

で も 発生し て おり 、 同様の ガ ス 爆 発が 起こ る 可能 性は 否定で き な い 。 こ う し た 現場で ま と も な

ガ ス 対策も 行わ ず、 避難計画も 策定し な い ま ま 建設作業を 行わ せて い る こ と は 重大 で あ る 。  

第４ に 、 建設資 材が 高騰し 、 建設労働者の 確保が 厳し く な っ て い る 状況下で 、 １ 月１ 日に 発

災し 半年が 経過する 今も 、 住居 の 再建や下水道の 復旧が 遅れ て い る 能登被災地よ り も 、 大阪・

関西万博会 場の 整備 を 優先する こ と は 、 国民の 理解を 得ら れ な い 。 そ も そ も 、 大阪・ 関西 万博

は 、 米国の カ ジ ノ 産 業を 誘致する た め の イ ン フ ラ 整備に 国費 を 投入する た め の 事業で あ り 、 許

さ れ な い 。  

よ っ て 国に お か れ て は 、 大阪・ 関西万博を 中 止する こ と を 求 め る 。  

 

 以上、 地 方自治法 第９ ９ 条の 規定に よ り 意見書を 提出する 。  
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■ 請願審査結果 

（ 令和6年7月12日現在）  

 総務消防委員会 

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

339 北陸新幹線京都延伸計画に係る 事業推進調査の進捗

状況の照会及び結果の開示 

6. 5. 28 6. 6. 20不採択 

341 北陸新幹線延伸計画の断念表明 6. 5. 30 6. 6. 20不採択 

 環境福祉委員会 

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

342 ケア労働者の賃上げ及び人員確保等の要請 6. 5. 29 6. 7. 9陳情切替 

 文教はぐ く み委員会 

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

343 東山泉小中学校の全学年での学校調理方式によ る 給

食の実施 

6. 5. 30 6. 7. 12陳情切替 

 ま ちづく り 委員会 

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

338 桃山丘陵地域の交通機関の改善 6. 4. 22 6. 5. 31不採択 

344 市営住宅の家賃減免制度の見直し  6. 5. 29 6. 6. 20不採択 

 産業交通水道委員会 

受理番号 件名 受理年月日 処理結果 

345 向島地域の住民の交通費の負担軽減 6. 5. 29 6. 6. 20不採択 
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（ 令和6年7月12日現在）  

区 分 

請 願 受 理 及 び 処 理 件 数 
陳情

受理

件数 

受 理 件 数 処 理 件 数 

継続 
繰越し  新 計 採択 不採択 

審議 

未了 
取下げ 計 

総務消防委員会 0 2 2 0 2 0 0 2 0 2 

環境福祉委員会 0 2 2 0 0 0 1 1 1※ 1 43 

文教はぐ く み委員会 0 3 3 0 0 0 1 1 2 34 

ま ちづく り 委員会 0 2 2 0 2 0 0 2 0 3 

産業交通水道委員会 0 1 1 0 1 0 0 1 0 168 

計 0 10 10 0 5 0 2 7 3 250 

※1 7月9日の環境福祉委員会で 審議未了と 査定 

 

■ 請願等受理及び処理件数一覧 
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■ 特記事項 

 

アメ リ カ大統領への臨界前核実験に対する 抗議文を 送付 

 5 月 20 日、 アメ リ カ合衆国の臨界前核実験の実施に対し て、 市会議長及び市長連名の抗議文を送

付し た。  

 

「 ホワ イ ト ハンド コ ーラ ス NI PPON」 京都支部の皆さ んが京都市会を表敬訪問 

6 月 4 日、ホワ イ ト ハンド コ ーラ ス NI PPON京都支部の皆さ んが、更なる 共生社会の実現を目指し 、

同団体の活動を紹介する ため、 京都市会を表敬訪問さ れ、 市会本会議場においてパフォ ーマンス をご

披露いただいた。  

  また、 その後、 正副議長及び市会運営委員会理事と の懇談を行った。  

 

駐在ベネズエラ ・ ボリ バル共和国特命全権大使ご夫妻が表敬訪問 

7 月 18 日、 セイ コ ウ ・ ルイ ス ・ イ シカワ ・ コ バヤシ大使及び石川・ コ ロ ンえり か夫人（ ホワ イ ト

ハンド コ ーラ ス NI PPON代表兼芸術監督） が京都市役所を訪問さ れ、 議長、 副議長、 市会運営委員長が

出席し た。  
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